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日
本
の
農
機
業
界
が
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。昨
年

秋
に
、目
視
監
視
下
で
使
わ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
が
農
機
メ
ー

カ
ー
各
社
か
ら
商
品
化
さ
れ
た
。こ
れ
は
世
界
に
先
駆
け
た
出
来
事
で
あ

り
、諸
外
国
も
日
本
の
無
人
農
機
の
実
用
化
に
注
目
し
て
い
る
。

　

こ
の
農
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
日
本
農
業
の
労
働
力
不
足
が
ま
さ
に
待
っ

た
な
し
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
お
り
、ロ
ボ
ッ
ト
田
植
え
機
、ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
バ
イ
ン
も
数
年
以
内
に
実
用
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。さ
ら

に
、二
〇
一
七
年
六
月
に
閣
議
決
定
し
た「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」に

は「
ほ
場
間
で
の
移
動
を
含
む
遠
隔
監
視
に
よ
る
無
人
自
動
走
行
シ
ス
テ

ム
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
実
現
」と
明
記
さ
れ
て
お
り
、現
在
そ
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
年
四
月
か
ら
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤（
通
称「
ＷわＡ
Ｇぐ

ＲりＩ
」）の
本
格

運
用
が
始
ま
っ
た
が
、熟
練
農
家
が
減
少
す
る
中
で
経
験
と
勘
の
農
業
か

ら
デ
ー
タ
に
基
づ
く
農
業（
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
）へ
の
転
換
も
急
を
要
す

る
。デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
の
推
進
に
お
い
て
も
農
機
が
重
要
な
要
素
技
術

で
あ
る
。現
在
、多
く
の
農
家
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
乗
用
機
械
を
用
い
て
作

業
す
る
一
方
、土
壌
や
作
物
生
育
の
状
態
を
視
覚
に
よ
っ
て
把
握
し
、天
気

予
報
、栽
培
に
関
す
る
知
識
、過
去
の
営
農
経
験
な
ど
と
勘
案
し
て
、毎
年

適
切
な
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
る
。デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
は
こ
の
全
プ
ロ

セ
ス
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
す
る
が
、ま
ず
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
に
可
視
化
し
て
、そ
れ
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
き
作
業
計
画
を

農
家
が
立
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

例
え
ば
、ほ
場
内
の
作
物
生
育
状
態
や
土
壌
の
デ
ー
タ
は
作
業
計
画
の

適
正
化
に
有
効
で
あ
る
が
、農
機
メ
ー
カ
ー
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、田
植
え
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
稼
働
状
況
や
農
機
が
収
集
し
た
土
壌
肥ひ

よ
く沃
度
、作
物
生
育

状
態
、収
穫
物
の
品
質
・
収
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
位
置
と
時
間
に
ひ
も
付

け
、自
動
的
に
サ
ー
バ
ー
に
集
約
す
る
シ
ス
テ
ム
も
実
用
化
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
に
基
づ
く
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、農
家
個
人
の
技
量
へ
の
依
存
度

を
下
げ
る
。普
及
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
農
家
が
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

正
し
い
使
い
方
を
習
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
リ

テ
ラ
シ
ー
知
識
向
上
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
だ
。

北海道大学大学院農学研究院副研究院長・教授

のぐち のぼる
1961年北海道生まれ。北海道大学大学院農学研究科博
士課程修了（農学博士）。北海道大学助手、助教授を経て、
2004年より現職。現在、日本生物環境工学会理事長、日
本農業工学会副会長。内閣府SIP「スマートバイオ産業・
農業基盤技術」ＰＤ代理。専門はスマート農業。

野口 伸  

スマート農業が加速する

観
天

望
気



2019・6 AFCフォーラム　3

　
「
人
手
不
足
」と
障
害
者
の
就
労

　

わ
が
国
は
、少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
人
口

減
少
お
よ
び
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。近
年
、団
塊
世

代
の
リ
タ
イ
ア
な
ど
も
あ
り
、労
働
力
人
口
は
ま
す
ま

す
不
足
す
る
状
況
に
あ
る
。

　

農
業
現
場
に
お
い
て
は
、他
産
業
に
比
べ
早
く
か
ら

労
働
力
不
足
そ
し
て
担
い
手
不
足
が
進
ん
で
き
た
。直

近
の
状
況
を
見
る
と
、基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
二
〇

一
〇
年
で
二
〇
五
万
一
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、一
五

年
に
は
一
七
五
万
四
〇
〇
〇
人
、そ
し
て
一
八
年
に
は

一
四
五
万
一
〇
〇
〇
人
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。八

年
間
で
六
〇
万
人
が
減
っ
て
お
り
、毎
年
七
万
五
〇
〇

〇
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、基
幹
的
農
業
従
事
者
数
に
占
め
る
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
に
つ
い
て
見
る
と
、一
〇
年
は
六

一
・
一
％
、一
八
年
は
六
八
・
〇
％
と
ほ
ぼ
七
割
が
高
齢

者
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、一
三
年
～一
八
年
ま
で
の
間
で
、毎
年
、農
業

に
就
農
す
る
新
規
就
農
者
は
平
均
五
万
八
〇
〇
〇
人
い

る
が
、七
万
五
〇
〇
〇
人
の
減
少
を
一
万
七
〇
〇
〇
人

下
回
っ
て
い
る
。

　

農
業
界
は
、こ
う
し
た
労
働
力
・
担
い
手
不
足
、そ
し

て
高
齢
化
に
よ
る「
人
手
不
足
」に
よ
っ
て
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
と
言
え
る
。そ
れ
は
ま
た
わ
が
国
の
低
い
食

料
自
給
率
を
一
層
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

現
場
で
は
、こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
シ

ル
バ
ー
人
材
な
ど
を
活
用
し
て
き
た
。し
か
し
団
塊
の

世
代
の
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、今
後
の
シ
ル

バ
ー
人
材
の
労
働
力
と
し
て
の
確
保
は
難
し
く
な
っ
て

い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

一
九
年
四
月
よ
り
改
正
出
入
国
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、

農
林
水
産
省
は
農
業
分
野
に
お
い
て
五
年
間
で
三
万
六

五
〇
〇
人
の
特
定
技
能
外
国
人
の
受
け
入
れ
見
込
み
数

を
設
け
た
。年
間
で
は
七
三
〇
〇
人
と
な
る
が
、一
万
七

〇
〇
〇
人
の
不
足
を
補
う
に
は
及
ば
な
い
。ま
た
、特
定

技
能
外
国
人
は
一
定
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
帰
国
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、安
定
的
か
つ
実
質
的
な
労
働
力
を
確
保
す

る
こ
と
が
、難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。こ
う

し
た
中
で
、農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
役
割

を
期
待
さ
れ
る
の
が
障
害
者
で
あ
る
。障
害
者
は
、主
と

し
て
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
係
る
手
帳
お

よ
び
疾
患
を
持
つ
者
で
あ
る
。わ
が
国
で
は
身
体
障
害

者
が
四
三
六
万
人
、知
的
障
害
者
が
一
〇
八
万
二
〇
〇

〇
人
、精
神
障
害
者
が
三
九
二
万
四
〇
〇
〇
人
お
り
、合

計
す
る
と
九
三
六
万
六
〇
〇
〇
人
に
達
し
て
い
る
。

農
福
連
携
が「
＋α
」を
生
み
地
域
を
元
気
に

人
手
不
足
に
悩
む
農
業
と
、雇
用
の
場
の
少
な
い
障
害
者
。障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
農

業
生
産
に
取
り
組
む「
農
福
連
携
」は
、今
や
多
様
化
し
て
い
る
。生
産
し
た
農
産
物
の
加
工
、

販
売
に
乗
り
出
す
農
福
商
工
連
携
な
ど「
＋α
連
携
」を
生
み
出
し
、農
業
を
支
え
地
域
を
元

気
に
す
る
力
強
い
存
在
と
な
って
い
る
。

ＪＡ共済総合研究所主任研究員/
日本農福連携協会顧問

はまだ けんじ
東京農業大学大学院修了。日本農福連携協会顧問（旧全国
農福連携推進協議会会長）/農林水産省農林水産政策研究
所客員研究員/「農」の機能発揮支援アドバイザー。障害者
の就農に関する調査研究とそれを広めるための意識啓発、
助言、講演などの活動を行う。

濱田 健司  Kenji Hamada

　

特
集　

異
業
種
連
携
の
農
業
新
時
代　
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ま
た
畜
産
分
野
な
ど
の
よ
う
に
早
く
か
ら
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
た
農
家
や
農
業
法
人
の
一
部
で
も
障

害
者
雇
用
を
行
っ
て
き
た
。こ
の
ほ
か
、医
療
や
高
齢
者

福
祉
な
ど
の
現
場
に
お
い
て
は
農
業
生
産
と
い
う
よ
り

農
的
活
動
を
通
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、「
農
」と「
福
」の
関
わ
り

の
取
り
組
み
は
実
に
多
様
な
も
の
が
あ
る
。言
葉
で
言

え
ば
、障
害
者
就
農
、園
芸
療
法
、園
芸
福
祉
、ケ
ア

フ
ァ
ー
ム
、グ
リ
ー
ン
ケ
ア
な
ど
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
以
降
、障
害
者
の
一
層
の
地
域
移
行
お

よ
び
自
立
を
促
す
障
害
者
支
援
費
制
度（
現
在
：
障
害
者

総
合
支
援
法
）の
施
行
、さ
ら
に
は
障
害
者
の
低
い
賃
金

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
厚
生
労
働
省
に
よ
る
工
賃
倍
増

計
画
・
工
賃
向
上
計
画（
工
賃
と
は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
お
け
る
障
害
者
の
平
均
月
額
賃
金
を
い
う
）

が
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
円
高
の
進
行
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ

て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
そ
れ
ま
で
の
下
請

け
作
業
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、福
祉
サ
イ

ド
に
お
い
て
新
た
な
就
労
の
機
会
、高
い
工
賃
を
得
ら

れ
る
基
盤
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、農
業
サ
イ
ド
は
前
述
の
よ
う
に
労
働
力
お

よ
び
担
い
手
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

　

今
か
ら
一
五
年
程
前
に
、筆
者
は
こ
の
取
り
組
み
を

提
唱
す
る
も
、初
め
の
頃
は
ほ
と
ん
ど
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。そ
こ
で
ま
ず
福
祉
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、次
に
メ
デ
ィ
ア
・
研
究
者
と
の
連
携
を
図
っ

た
。さ
ら
に
は
厚
生
労
働
省
そ
し
て
農
林
水
産
省
と
も

連
携
を
図
る
こ
と
で
、次
第
に
大
き
な
動
き
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。そ
う
し

た
中
で
、一
五
年
度
に
障
害
者
が
農
業
生
産
に
従
事
す

　

こ
の
う
ち
現
在
、一
般
企
業
や
行
政
な
ど
で
就
労（
一

般
就
労
）す
る
者
は
四
九
万
六
〇
〇
〇
人
、厚
生
労
働
省

が
障
害
者
の
就
労
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
・
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
中
で
就
労
訓
練
お
よ
び

就
労（
福
祉
的
就
労
と
い
う
）し
て
い
る
者
は
三
四
万
二

〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、合
計
で
八
三
万
八
〇
〇
〇

人
に
す
ぎ
な
い
。

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
障
害
者
が
就
労
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ず
、ま
た
障
害
者
の
平
均
月
額
賃
金
は
Ａ
型
事
業
で

は
七
万
四
〇
八
五
円
、Ｂ
型
事
業
で
は
一
万
五
六
〇
三

円
と
い
っ
た
低
い
状
況
に
あ
り
、障
害
者
が
自
立
し
て

生
活
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。障
害
者
、障
害
者
へ
の

就
労
に
係
る
支
援
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

そ
し
て
障
害
者
は
、新
た
な
就
労
の
機
会
を
求
め
る
状

況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、労
働
力
お
よ
び
担
い
手
を
求
め
る

農
業
サ
イ
ド
と
、新
た
な
就
労
の
機
会
を
求
め
る
福
祉

サ
イ
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
取

り
組
み
と
し
て
近
年
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
、障

害
者
が
農
業
生
産
に
従
事
す
る
と
い
う「
農
福
連
携
」だ
。

　
多
様
な
農
福
連
携
の
動
向

　

障
害
者
が
農
業
生
産
に
従
事
す
る
取
り
組
み
は
、農

福
連
携
と
い
う
言
葉
が
広
が
る
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。

近
年
の
よ
う
に
障
害
者
が
農
業
生
産
に
お
い
て
福
祉
的

就
労
を
行
う
ほ
か
、例
え
ば
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
お
い
て
昼
食
や
夕
食
な
ど
の
食
材
を
自
給
生
産
し

た
り
、法
人
内
の
環
境
美
化
と
し
て
花
壇
を
管
理
し
た

り
、あ
る
い
は
一
般
企
業
で
は
、雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害

者
が
農
業
生
産
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。

る
取
り
組
み
を
一
層
分
か
り
や
す
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、

農
林
水
産
省
・
厚
生
労
働
省
・
筆
者
・
関
係
団
体
が
話
し

合
い
、「
農
福
連
携
」（
ノ
ウ
フ
ク
）と
い
う
標
語
を
掲
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、内
閣
府
の「
未
来
投
資
戦
略
」「
骨
太
の
方

針
」「
一
億
日
本
総
活
躍
プ
ラ
ン
」の
中
に
農
福
連
携
の

文
言
が
掲
げ
ら
れ
、農
林
水
産
省
で
は
農
山
漁
村
振
興

交
付
金（
か
つ
て
の「
農
」あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
交
付
金

な
ど
を
発
展
的
解
消
）で
の
農
福
連
携
対
策
、厚
生
労
働

省
で
は
工
賃
向
上
計
画
の
中
で
農
福
連
携
に
よ
る
障
害

者
の
就
農
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
助
成
金
）が
展
開
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、国
民
運
動
と
し
て
進
め
る
た
め
に
現
場

（
農
業
・
福
祉
関
係
者
）・
行
政
・
研
究
者
・
中
間
支
援
団

体
・
企
業
・
個
人
な
ど
が
つ
な
が
る
全
国
農
福
連
携
推
進

協
議
会（
現
・
日
本
農
福
連
携
協
会
）を
発
足
さ
せ
た
。ま

た
都
道
府
県
庁
内
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
農

福
連
携
全
国
都
道
府
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
た
。

直
近
で
は
、全
中
お
よ
び
全
農
が
一
九
年
度
か
ら
の
三

カ
年
計
画
で
農
福
連
携
に
取
り
組
み
、そ
し
て
こ
の
秋

頃
に
は
農
福
連
携
で
生
産
さ
れ
た
生
鮮
や
加
工
食
品
を

認
証
す
る
日
本
農
林
規
格（
ノ
ウ
フ
ク
J
A
S
）の
運

用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。ま
た
国
を
挙
げ
て
農
福
連
携
に

取
り
組
む
た
め
に
、一
九
年
四
月
二
五
日
に
内
閣
府
に

「
農
福
連
携
等
推
進
会
議
」が
設
置
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、農
福
連
携
の
取
り
組
み
は
福
祉
関

係
者
お
よ
び
農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、全
国
民
へ
発

信
さ
れ
・
普
及
し
つ
つ
あ
る
。

　

農
福
連
携
の
パ
タ
ー
ン
と
事
例

　

農
福
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
パ
タ
ー
ン
が
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農福連携が「＋α」を生み地域を元気に

あ
る
の
か
整
理
す
る
。

　

一
つ
目
は
、厚
生
労
働
省
の
支
援
施
策
で
あ
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
社
会
福
祉
法
人
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、一
般
社
団
法
人
な
ど
が
、就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
、就
労
移
行
支

援
事
業
所
、さ
ら
に
は
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、そ

の
就
労
訓
練
・
就
労
を
目
的
と
し
て
農
業
生
産
に
取
り

組
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。近
年
で
は
、社
会
福
祉
法
人

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
認
定
農
業
者
と
な
っ
た
り
、あ
る
い

は
農
業
法
人
を
設
立
し
、農
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む

と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、農
業
法
人
な
ど
を
中
心
と
し
た
農
業
生

産
者
が
障
害
者
を
雇
用
し
、農
業
に
取
り
組
む
と
い
う

も
の
で
あ
る
。近
年
で
は
、農
業
生
産
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
を
設
立
し
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取
り
組

む
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、一
般
企
業
な
ど
が
障
害
者
法
定
雇
用
率

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、企
業
な
ど
本
体
で
農
業

生
産
に
取
り
組
み
、障
害
者
を
雇
用
す
る
ケ
ー
ス
と
、特

例
子
会
社
を
設
立
し
て
障
害
者
を
雇
用
し
そ
こ
で
農
業

生
産
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。ま
た
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
、農
業
生
産
に
取
り
組
む

と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

　

四
つ
目
は
、農
業
生
産
者（
農
家
、農
業
法
人
な
ど
）が

忙
し
い
と
き
の
作
業
の
一
部
を
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
へ
委
託
す
る（
作
業
請
負
）と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

最
も
多
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、一
つ
目
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、全

国
に
あ
る
事
業
所
の
三
分
の
一
以
上
が
取
り
組
ん
で
い

る
。そ
し
て
こ
の
二
年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
の
が
四
つ
目
の
作
業
請
負
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

二
つ
目
と
三
つ
目
の
農
業
法
人
な
ど
お
よ
び
一
般
企
業

な
ど
の
特
例
子
会
社
で
の
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
も
、

徐
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

さ
て
、実
は
農
業
法
人
も
、四
五
・
五
人
以
上
の
従
業

員
を
抱
え
る
場
合
、従
業
員
数
に
占
め
る
二
・
二
％
以
上

の
障
害
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
障
害
者
法

定
雇
用
率
制
度
）。

　

静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る
農
業
法
人
の
京
丸
園
株
式
会

社
で
は
、七
五
人
の
従
業
員
と
共
に
二
五
人
の
障
害
者

が
働
い
て
い
る
。ハ
ウ
ス
内
で
の
水
耕
栽
培
に
取
り
組

み
、一
部
作
業
を
地
域
の
特
例
子
会
社
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
委
託
し
て
い
る
。堅
実
に
売
り
上

げ
を
上
げ
続
け
、毎
年
の
よ
う
に
障
害
者
を
採
用
し
て

き
た
。

　

ま
た
三
重
県
鈴
鹿
市
に
あ
る
株
式
会
社
イ
シ
イ
ナ
ー

セ
リ
ー
は
、園
芸
用
の
作
物
で
あ
る
タ
マ
リ
ュ
ウ
生
産

日
本
一
の
農
業
法
人
で
あ
る
が
、就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
を
実
施
す
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ル
プ
ラ
ン
ツ
」を
設

立
し
、イ
シ
イ
ナ
ー
セ
リ
ー
か
ら
ベ
ル
プ
ラ
ン
ツ
へ
農

作
業
を
委
託
し
、主
と
し
て
障
害
者
が
農
業
生
産
を

担
っ
て
い
る
。

　

農
福
連
携
か
ら
農
福
＋α
連
携
へ

　

障
害
者
が
農
業
生
産
に
従
事
す
る
と
い
う
農
福
連
携

に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、農
福
連
携
は
さ
ら
に
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
が
可
能
で
あ
り
、こ
れ
こ
そ
が
地
域
と

障
害
者
を
結
び
付
け
、多
様
な
人
々
や
組
織
と
の
連
携

を
生
み
出
し
て
い
く
。そ
れ
を「
農
福+

α
連
携
」と
い

う
。

　

例
え
ば
、農
福
商
業
連
携
、農
福
工
業
連
携
、農
福
商

工
連
携
、農
福
介
護
連
携
、農
福
教
育
連
携
、農
福
ス

ポ
ー
ツ
連
携
、農
福
福（
障
害
福
祉
）連
携
な
ど
実
に
多

様
な
連
携
の
カ
タ
チ
が
あ
る
。以
下
で
は
、そ
の
連
携
事

例
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、農
福
と
観
光
と
の
連
携
が「
農
福
観
光
連
携
」

で
あ
る
。そ
の
代
表
的
な
一
つ
の
事
例
が
、社
会
福
祉
法

人
佛
子
園（
一
九
六
〇
年
設
立
）の
拠
点
施
設
、「
Ｈヒ

ー
ｅ
ａ

ｌリ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂベ

イ
ａ
ｙ 

Ａエ

リ

ア

ｒ
ｅ
ａ
日
本
海
倶
楽
部
」で
の

取
り
組
み
で
あ
ろ
う〔
1
〕。

　

日
本
海
倶
楽
部
は
、石
川
県
の
能
登
半
島
に
あ
る
奥

能
登
町
に
一
九
九
八
年
に
開
設
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
一

〇
〇
人
ほ
ど
の
知
的
障
害
者
や
精
神
に
障
害
を
持
つ
者

が
、生
活
お
よ
び
就
労
訓
練
・
就
労
し
て
い
る
。

　

果
物
や
野
菜
と
い
っ
た
農
産
物
を
生
産
し
、さ
ら
に

は
農
産
物
を
加
工
し
販
売
し
て
い
る
。こ
れ
は
い
わ
ゆ

る「
農
福
商
工
連
携
」（
同
じ
法
人
内
で
六
次
産
業
化
を

図
る「
法
人
内
型
農
福
商
工
連
携
」と
法
人
外
の
地
域
の

組
織
と
六
次
産
業
化
を
図
る「
地
域
型
農
福
商
工
連
携
」

に
分
か
れ
、こ
の
タ
イ
プ
は
前
者
）の
一
つ
の
タ
イ
プ
で

も
あ
る
。さ
ら
に
は
地
ビ
ー
ル
を
製
造
・
販
売
し
、か
つ

レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
る
。

　

ビ
ー
ル
製
造
に
当
た
っ
て
は
、チ
ェ
コ
共
和
国
か
ら

チ
ェ
コ
人
の
醸
造
士（
ブ
ラ
ウ
マ
イ
ス
タ
ー
）を
工
場
長

と
し
て
招
へ
い
し
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
の
ス

タ
ッ
フ
と
障
害
者
が
従
事
し
て
い
る
。障
害
者
は
瓶
詰
、

ラ
ベ
ル
貼
り
、車
へ
の
荷
運
び
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
は
、こ
の
ビ
ー
ル
は
能
登
半
島
に
お
け
る
地
域
特

産
物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
こ
の
ビ
ー
ル
を

飲
む
こ
と
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
敷
地
内
に
開
設
し
、

ビ
ー
ル
に
合
わ
せ
た
鶏
・
豚
・
牛
・
エ
ミ
ュ
ー
な
ど
の
肉

料
理
、海
鮮
パ
ス
タ
、ナ
ン
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。障

害
者
は
清
掃
、調
理
補
助
、ビ
ー
ル
サ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
を
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し
て
い
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
の
年
間
売
り
上
げ
は
三
〇
〇

〇
万
円
に
上
り
、年
間
二
万
人
ほ
ど
が
県
内
外
か
ら
地

ビ
ー
ル
を
目
当
て
に
訪
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
障
害
者
が

製
造
に
関
わ
る
地
域
の
特
産
物
を
開
発
し
、か
つ
障
害

者
が
外
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
日
本
海
倶
楽
部
の
レ

ス
ト
ラ
ン
が
観
光
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
で
は
、能
登
半
島
の
輪

島
市
に
お
け
る
観
光
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
こ
で
は
佛
子
園
が
行
政
・
地
域
と

共
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
運

営
し
、海
外
青
年
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
共
に
、地
域
に
移
住
し

課
題
解
決
や
支
援
に
取
り
組
む「
輪
島
Ｋカ

ブ

ー

レ

Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｅ

Ｔ
®

」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

次
に
、農
福
と
流
通
と
の
連
携
が「
農
福
流
通
連
携
」

で
あ
る
。そ
の
代
表
的
な
一
つ
の
事
例
が
、社
会
福
祉
法

人
虹
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
取
り
組
み
で
あ

る〔
2
〕。

　

虹
の
会
は
琵
琶
湖
西
部
の
滋
賀
県
高
島
市
に
あ
り
、

一
九
九
六
年
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

一
五
〇
人
ほ
ど
の
主
に
知
的
障
害
を
持
つ
者
が
、生
活

お
よ
び
就
労
訓
練
・
就
労
し
て
い
る
。

　

虹
の
会
は
、高
島
市
な
ど
の
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

み
、商
店
街
が
衰
退
し
、ま
た
公
共
交
通
手
段
が
限
ら
れ

た
地
域
、住
民
が
孤
立
し
て
い
る
地
域
へ
の
移
動
販
売

を
実
施
し
て
い
る
。数
台
の
移
動
販
売
車
が
連
な
り（
一

台
の
車
に
は
障
害
者
一
人
と
ス
タ
ッ
フ
一
人
が
乗
り
込

み
）、ま
る
で
移
動
商
店
街
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

拠
点
に
曜
日
・
時
間
を
決
め
販
売
に
行
く
と
い
う
も
の

だ
。（「
ぎ
ょ
う
れ
つ
本
舗
」と
い
う
）。ま
た
逆
に
、地
域

の
高
齢
者
が
自
給
用
に
生
産
し
た
余
剰
農
産
物
を
法
人

の
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
材
と
し
て
、買
い
上
げ

る
。現
在
は
、地
域
で
の
買
物
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
、取
り
組
み
は
縮
小
し
て
い
る
が
、一
時
期
は
生

協
・
地
域
の
菓
子
屋
・
他
事
業
所
の
車
で
五
台
ほ
ど
が
連

な
り
、障
害
者
の
就
労
を
通
じ
て
高
齢
者
や
地
域
で
孤

立
す
る
主
婦
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
買
物
支
援
、物
流
を

担
う
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
農
福
連
携
へ
の
今
後
の
期
待

　

近
年
広
が
る
農
福
連
携
は
狭
い
意
味
で
は
、「
障
害
者

が
農
業
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
」を
意
味
す
る
が
、今
後

の
広
が
り
と
し
て
農
業
だ
け
で
な
く
、林
業
・
漁
業
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
含
め
た「
農
」、障
害
者
だ
け
で
な
く

高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
・
生
活
保
護
受
給
者
・
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
な
ど
の
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々

（
筆
者
は
こ
う
し
た
人
々
を「
キ
ョ
ー
ド
ー
者
」と
定
義
）

に
よ
る「
福
」へ
と
範
囲
が
広
が
り
、目
的
も
就
労
訓
練

や
就
労
だ
け
で
な
く
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
癒
や
し
や
健
康
づ
く
り
な
ど
多
様
な

も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

実
は
、こ
う
し
た「
福
」の
対
象
者
は
推
計
で
全
国
に

二
〇
〇
〇
万
人
と
考
え
ら
れ
る
。仮
に
こ
う
し
た
人
々

が
、地
域
に
お
い
て
農
業
さ
ら
に
は
林
業
や
漁
業
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、地
域

経
済
を
支
え
る
新
た
な
労
働
力
お
よ
び
担
い
手
と
な
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

そ
し
て
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
る
。農
業
生
産
者
、農
業
界

が
福
祉
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し（
こ

う
し
た
取
り
組
み
を「
農の

う

生せ
い

業ぎ
ょ
う
」と
定
義
）、小
規
模
な

が
ら
キ
ョ
ー
ド
ー
者
と
共
に
わ
が
国
の
農
業
そ
し
て
地

域
を
支
え
る
。そ
こ
に
は
、農
福
連
携
、そ
し
て
新
た
な

農
福+

α
連
携
に
よ
る
新
た
な
連
携
の
カ
タ
チ
が
あ
る
。

農
福
連
携
を
一
つ
の
突
破
口
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
連

携
を
図
り
、新
た
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
、農
業
、福
祉
、

そ
し
て
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
1
〕
濱
田
健
司
（
二
〇
一
七
）「
社
会
福
祉
法
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
農
福
商
工
連
携
に
よ
り
地
域
を
拓
く
」『
共

済
総
研
レ
ポ
ー
ト
』
N
O . 一
五
三　

六
〇-

六
九
頁

〔
2
〕
濱
田
健
司
（
二
〇
一
四
）「
障
が
い
者
施
設
の
移

動
商
店
街(

移
動
販
売)

に
よ
る
買
物
支
援
」『
共
済
総

研
レ
ポ
ー
ト
』
N
O . 一
三
三　

二
〇-

二
六
頁

除草作業の様子（出典：社会福祉法人 白鳩会）
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「
地
上
戦
」で
地
域
に
需
要
創
造

　

二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、二
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、日
本
へ
の
注
目
が

高
ま
る
中
、海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
地
方
に
滞
在
す
る

機
会
が
増
え
て
い
る
。日
本
の
原
風
景
や
地
域
に
溶
け

込
む
滞
在
の
で
き
る
農
泊
は
そ
の
滞
在
拠
点
と
し
て
新

た
な
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
と
な
る
。空
家
と
な
っ
た
古
民

家
や
別
荘
の
活
用
を
は
じ
め
、特
に
地
域
住
民
の
方
々

と
の
交
流
を
含
む「
生
活
そ
の
も
の
の
体
験
」は
何
物
に

も
代
え
が
た
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。　

　

ま
ず
、私
た
ち
の
会
社
、百
戦
錬
磨
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。百
戦
錬
磨
は
、全
国
で
民
泊
や
農
泊
な
ど
新
た
な

宿
泊
ス
タ
イ
ル
を
活
用
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
る
旅
行
会
社
だ
。一
二
年
に
立
ち
上
げ
た
。扱

う
旅
行
の
う
ち
地
方
部
で
の
民
泊
、農
泊
の
比
率
が
八

割
を
超
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
内
容
は
、民
泊
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
、民
泊
運
営
事
業
、地
域
振
興
事
業
を
展
開
す
る
。

例
え
ば「
地
域
ま
る
ご
と
農
泊
開
業
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

で
、自
治
体
や
事
業
者
、団
体
な
ど
を
対
象
に「
開
業
支

援（
許
認
可
取
得
支
援
）」「
販
売
支
援
」「
受
入
支
援
」な

ど
開
業
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。ま

た
、「
集
客
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」サ
ー
ビ
ス
に
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
を
活
用
す
る「
販
売
サ
イ
ト

の
運
営
」、旅
行
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
対
応
す
る「
多
言
語
の
問
い
合
わ
せ
対
応
」、予
約
状

況
を
管
理
す
る「
カ
レ
ン
ダ
ー
管
理
」と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は「
農
村
と
の
連
結
役
」を
目
指
し
て
い
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
明
確
す
ぎ
る
移
動
目
的
の
創
造
」。日

本
語
的
に
は
お
か
し
な
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、移
動

目
的
が
明
確
で
な
い
と
人
は
来
な
い
。そ
こ
で
、過
疎
に

悩
む
農
山
漁
村
な
ど
で
農
泊
や
体
験
企
画
を
開
発
し
、

民
泊
予
約
サ
イ
ト「
ス
テ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン（
S
T
A
Y
 

J
A
P
A
N
）」で
紹
介
し
て
い
る
。主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客
だ
。

　

私
が
農
泊
、民
泊
に
注
目
し
た
理
由
を
話
そ
う
。も
と

も
と
、私
は
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
執
行
役
員
と
し
て
、オ
ン

ラ
イ
ン
旅
行
予
約
な
ど
の
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
効
率
を
重
視
し
た
優
れ
た
仕

組
み
だ
が
、こ
う
し
た
事
業
で
は
地
域
に
直
接
入
る
需

要
創
造
に
は
踏
み
込
め
な
い
。い
わ
ば
空
中
戦（
旅
行
予

約
）だ
け
で
、地
上
戦（
農
泊
な
ど
の
需
要
創
造
）は
や
ら

な
い
。地
域
に
新
し
い
需
要
を
つ
く
る
に
は
、や
は
り
地

上
戦
が
必
要
だ
と
考
え
、会
社
を
辞
め
百
戦
錬
磨
を
設

立
し
た
。

　

現
在
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
農
家
に
宿
泊
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
地
域
活
性
化
の
農
観
連
携

かみやま やすひろ
楽天トラベル株式会社執行役員を経て、2012年6月株式会
社百戦錬磨を設立。一般社団法人日本ファームステイ協会
代表理事、農林水産省「農泊推進のあり方検討会」委員など。
また、観光庁「観光産業政策検討会」委員、「OTAガイドライ
ン策定検討委員会」委員などを歴任している。

上山 康博  Yasuhiro Kamiyama

株式会社百戦錬磨 代表取締役

観
光
消
費
が「
モ
ノ
」か
ら
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
す
る「
コ
ト
」に
移
り
、農
村
民
泊（
農

泊
）に
光
が
差
し
て
き
た
。決
め
手
は
急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
。訪
日
外
国
人
客
の

増
大
が
農
泊
の
需
要
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
い
う
。農
林
水
産
分
野
と
観
光
分
野
の「
農

観
連
携
」も
進
む
。農
泊
は
地
域
活
性
化
の
切
り
札
に
な
る
か
。

　

特
集　

異
業
種
連
携
の
農
業
新
時
代　



8　AFCフォーラム 2019・6

特集　異業種連携の農業新時代

　
地
域
の
暮
ら
し
、文
化
に
観
光
価
値

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
宿
泊
者
の
増
加
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

顕
著
な
例
は
岐
阜
県
高
山
市
だ
。少
子
高
齢
化
に
伴

う
、人
口
減
に
悩
ん
で
お
り
そ
の
解
決
策
と
し
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
る
交
流
人
口
に
着
目
し
た
。官
民
一
丸
と

な
っ
た
海
外
戦
略
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、今
で
は
年
五

〇
万
人
と
市
の
人
口
の
五
倍
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て

大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

日
帰
り
観
光
客
の
経
済
効
果
を
一
と
す
る
と
、宿
泊

は
、そ
の
三
～
四
倍
に
な
る
。ロ
ン
グ
ス
テ
イ
、ロ
ン
グ
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
た
り
前
の
欧
米
の
観
光
客
を
呼
び
込

め
れ
ば
宿
泊
数
が
増
え
る（
図
）。

　

と
は
言
え
、い
ざ
農
泊
・
民
泊
を
や
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
も
、地
方
に
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め

に
は
何
を
誘
因
と
す
る
か
、多
く
の
者
が
悩
む
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。有
名
な
温
泉
や
旧
所
名
跡
が
あ
れ
ば
い
い
が
、

な
い
地
域
の
ほ
う
が
多
い
。

　

し
か
し
、外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
何
が
魅
力
か
と
い

え
ば
、地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
で
あ
り
、究
極
は
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
間
だ
。地
域
で
は
当
た
り
前
で
も
、遠
く

か
ら
来
た
人
に
は
、自
国
と
異
な
る
暮
ら
し
に
こ
そ
価

値
が
あ
る
。日
本
人
は
同
質
性
が
高
い
の
で
あ
ま
り
意

識
し
な
い
が
、言
語
も
文
化
も
違
う
地
域
は
観
光
価
値

が
あ
る
の
だ
。そ
う
い
う
前
提
で
考
え
る
と
、名
所
旧
跡

が
な
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
。

　

百
戦
錬
磨
で
は
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
が
教
え
る
農

作
業
体
験
や
地
域
の
お
ば
あ
さ
ん
が
伝
え
る
料
理
文
化

な
ど
を
農
泊
地
域
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
扱
っ
て
い
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
で
、季
節
性
の
あ
る
教
育
旅
行
が
中

心
だ
。一
方
、通
年
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
客
を
受
け
入

れ
れ
ば
、農
泊
は
継
続
し
た
産
業
と
し
て
十
分
成
り
立

つ
と
考
え
た
。農
林
水
産
省
は
農
泊
を
、農
業
体
験
や
伝

統
文
化
を
楽
し
む
滞
在
型
旅
行
と
定
義
し
て
い
る
。海

外
で
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
と
呼
ば
れ
る
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ

だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
わ
れ
わ
れ
が
推
進
す
る
空
き
家

の
利
活
用
と
い
っ
た
課
題
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、総
じ
て
地
方
に
滞
在
す
る
こ
と
を
カ
ン
ト

リ
ー
サ
イ
ド
ス
テ
イ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。不
動
産
価

値
が
低
い
地
方
の
物
件
は
仕
入
れ
コ
ス
ト
が
安
い
か
ら
、

需
要
を
創
造
す
れ
ば
収
益
率
は
高
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

が
一
定
の
人
気
が
あ
る
。

　

農
村
地
域
で
農
作
物
の
収
穫
作
業
や
お
祭
り
に
参
加

す
れ
ば
、地
域
住
民
と
体
験
を
共
有
で
き
る
だ
ろ
う
。共

有
す
れ
ば
そ
れ
は
交
流
に
な
り
、国
内
外
の
関
係
人
口

が
増
え
て
い
く
。い
ま
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
過

疎
や
高
齢
化
で
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
が
、外
部
の
刺
激
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
・

継
続
し
て
い
け
る
。

　

い
ま
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
）の
時
代
だ
。観
光
客
は
日
常
と
異
な
る
体
験

を
た
え
ず
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。外
国
人
に
と
っ

て
、普
通
の
日
本
人
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
は
レ
ア
な
体
験

だ
。農
泊
体
験
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
世
界
に
広
が
り
、日

本
人
も
知
ら
な
い
よ
う
な
地
域
が
外
国
で
評
価
さ
れ
る

現
象
も
起
き
て
い
る
。秋
田
県
仙
北
市
は
タ
イ
の
テ
レ
ビ

で
放
映
し
て
も
ら
っ
た
り
、欧
米
豪
の
記
者
を
招
い
て
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
た
り
と
、自
治
体
や
住
民
が
積
極

的
な
と
こ
ろ
だ
が
、四
～
五
月
の
農
泊
稼
働
率
は
八
割

を
超
え
て
い
る
。単
月
の
デ
ー
タ
と
は
い
え
、普
通
の
旅

館
の
稼
働
率
の
平
均
が
二
、三
割
だ
か
ら
驚
く
よ
う
な

数
字
だ
。

　

外
国
人
観
光
客
が
農
村
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
驚
き
、

「
米
が
お
い
し
い
」「
景
色
が
美
し
い
」な
ど
と
評
価
さ
れ

れ
ば
、地
域
住
民
は
自
分
の
地
域
へ
の
自
信
を
回
復
し
、

新
た
な
地
域
資
源
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
。日
本
の
農

家
の
多
く
は
生
産
だ
け
で
商
売
の
経
験
が
な
い
。つ
ま
り

買
う
人
の
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
。だ
が
、農
泊
で
は
外

国
人
の
購
買
者
が
直
接
や
っ
て
き
て
評
価
す
る
。帰
国

後
、日
本
で
食
べ
た
も
の
を
も
う
一
度
食
べ
た
い
と
な
れ

ば
、地
域
食
品
の
輸
出
に
も
つ
な
が
る
。農
泊
は
ダ
イ
レ

ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
台
に
な
る
。

図　観光・レジャー目的訪日観光客の国別平均宿泊数

米国

フランス

ベトナム

ドイツ

インド

スペイン

中国

オーストラリア

タイ

英国

台湾

カナダ

出典：観光庁「平成28年度訪日外国人消費動向調査」
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インバウンドで地域活性化の農観連携

　

地
域
の
暮
ら
し
を
感
じ
て
も
ら
う
に
は
長
期
滞
在

を
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。

　

実
は
、農
泊
先
進
地
域
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
型
よ
り
も
空
き
家
・
空
き
別
荘
利
用
型
の
ほ
う

に
人
気
が
あ
る
。フ
ラ
ン
ス
の
農
泊
利
用
者
は
年
間
二

六
二
〇
万
人
に
上
る
が
、そ
の
八
割
が
空
き
家
・
空
き

別
荘
型
と
い
わ
れ
る
。

　

空
き
家
の
活
用
で
不
動
産
価
値
向
上

　

過
疎
化
が
進
む
地
域
で
は
不
動
産
の
価
値
が
低
下

し
、空
き
家
に
な
る
と
税
金
や
維
持
費
の
額
が
大
き
け

れ
ば
価
値
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。従
来
の
空

き
家
対
策
で
は
売
る
か
、貸
す
か
、壊
す
か
し
か
な
か

っ
た
が
、こ
こ
に
新
た
な「
宿
泊
」と
い
う
選
択
肢
が
加

わ
れ
ば
新
た
な
不
動
産
価
値
を
つ
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ー
タ
で
は
外
国
人
観
光
客
が
増
え
る
と
不
動
産

価
値
が
上
が
り
、地
域
へ
の
投
資
も
増
加
し
て
い
る
。

あ
る
地
域
の
例
で
は
空
き
家
の
維
持
管
理
費
が
毎
月

五
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
が
、空
き
家
を
宿
泊
施
設
に
し
た

ら
月
十
数
万
円
の
収
入
が
得
ら
れ
た
。こ
れ
だ
け
の
収

入
が
見
込
め
る
な
ら
、数
百
万
円
で
空
き
家
を
買
い
取

り
、宿
泊
施
設
に
利
用
す
れ
ば
期
待
利
回
り
は
二
ケ
タ

に
な
る
。事
実
、空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
一
泊
五
、六

万
円
も
す
る
古
民
家
コ
テ
ー
ジ
を
始
め
た
例
も
あ
る
。

　

空
き
家
は
キ
ッ
チ
ン
と
ラ
ン
ド
リ
ー
さ
え
あ
れ
ば
長

期
滞
在
で
き
る
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
宿
泊
は
、お
客
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
濃
厚
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
お
互
い
が
疲
れ
る
が
、空
き
家
型
な
ら
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
。農
泊
に
空
き
家
利
用
が
加
わ
れ
ば
、実

需
を
つ
く
れ
る
。チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

部
屋
の
清
掃
と
い
っ
た
新
た
な
仕
事
も
地
域
に
生
ま
れ

る
だ
ろ
う
。

　

平
戸
城
で「
城
泊
」を
実
現

　

こ
こ
ま
で
農
泊
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む

こ
と
で
地
域
を
活
性
化
で
き
る
可
能
性
と
、長
期
滞
在

文
化
を
持
つ
外
国
人
向
け
に
空
き
家
な
ど
遊
休
資
産
が

活
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
現
在
、百
戦
錬
磨
で
は
公
共
財
、文
化
財
な
ど

を
利
活
用
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。

　

ま
ず
、長
崎
県
平
戸
市
は
平
戸
城
を
宿
泊
施
設
に
改

装
し
、二
〇
二
〇
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。平
戸
城
の

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
、資
料
館
だ
っ
た
懐か

い

柔じ
ゅ
う

櫓や
ぐ
らを

常
設
の
宿
泊
施
設
に
す
る
日
本
初
の「
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ホ

テ
ル
」だ
。二
〇
一
七
年
四
月
に
平
戸
市
と
百
戦
錬
磨
が

試
験
的
に
平
戸
城
天
守
閣
に
泊
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
と
こ
ろ
、七
四
二
八
組
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
半
分
が

外
国
人
だ
っ
た
。政
府
観
光
局
に
は「
城
泊
」と
し
て
世

界
に
発
信
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
「
城
泊
」と
同
じ
よ
う
に
武
家
屋
敷
に
泊
ま
る「
武
家

屋
敷
泊
」、宿
坊
を
含
め
た
お
寺
で
の「
寺
泊
」、古
民
家

を
利
用
す
る「
古
民
家
泊
」も
有
望
で
近
い
う
ち
に
企
画

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。い
ず
れ
も
昔
、日
本
人
が
住

み
暮
ら
し
の
あ
っ
た
施
設
だ
。古
民
家
で
は
囲
炉
裏
の
あ

る
家
が
外
国
人
観
光
客
の
人
気
が
高
い
。い
ま
や
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
こ
う
し
た
施
設
を
利
用
し
て
、暮
ら
し
を
体

験
で
き
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。

　

農
泊
は
、す
そ
野
が
広
く
ど
の
地
域
で
も
で
き
る
と

思
う
。

　

た
だ
、地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
受
け
入
れ
環
境
を

整
え
た
と
し
て
も
、そ
れ
だ
け
で
外
国
人
観
光
客
が
来

る
か
と
い
う
と
、そ
う
は
甘
く
な
い
。宿
泊
予
約
を
し
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
乗
せ
な
い
と
売
れ
な
い
。チ
ャ
ン

ネ
ル
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
Ｏ

Ｔ
Ａ
）だ
。

　

成
否
握
る
海
外
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
登
録

　

訪
日
観
光
客
の
約
八
割
は
、エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
と
か
ブ

ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
と
い
っ
た
海
外
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
で
予

約
し
て
い
る
。そ
こ
に
物
件
情
報
や
予
約
方
法
な
ど
を

載
せ
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
い
と
予
約
に
は
な
ら
な
い
。

う
ま
く
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
流
通
に
乗
れ
ば
、あ
と
は
自
然
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
が
働
い
て
い
く
。

　

Ｏ
Ｔ
Ａ
で
農
泊
に
予
約
し
た
外
国
人
観
光
客
は
、宿

泊
後
に
レ
ビ
ュ
ー
を
書
き
込
む
が
、日
本
の
農
泊
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
五
点
満
点
の
五
点
を
つ
け
て
い
る
。お
に
ぎ

り
が
好
き
と
い
っ
た
ら
、お
見
送
り
の
際
に
そ
っ
と
お
に

ぎ
り
の
包
み
を
渡
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
と
い

っ
た
書
き
込
み
が
あ
る
と
、そ
れ
を
見
た
人
が
や
っ
て
く

る
。い
い
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
き
た
。

　

た
だ
、Ｏ
Ｔ
Ａ
の
流
通
に
乗
せ
る
に
は
Ｉ
Ｔ（
情
報
技

術
）ス
キ
ル
と
言
語
の
壁
を
超
え
な
い
と
形
に
な
ら
な
い
。

Ｉ
Ｔ
の
処
理
に
は
国
内
外
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
通
じ
た
人
材
が
必

要
だ
し
、多
言
語
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、英
語
で
の
対

応
は
絶
対
条
件
だ
。い
ず
れ
も
地
域
住
民
が
自
分
で
や
る

の
が
理
想
だ
が
、多
く
の
農
家
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

語
学
対
策
の
一
つ
は
外
国
人
材
の
活
用
だ
。地
方
大
学

の
留
学
生
や
外
国
青
年
誘
致
事
業（
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
）で
来
日
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）、Ｃ
Ｉ
Ｒ

（
国
際
交
流
員
）の
卒
業
生
な
ど
は
有
力
な
候
補
だ
ろ
う
。

地
域
に
外
国
語
が
で
き
る
人
が
一
人
い
る
と
だ
い
ぶ
違
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う
。そ
の
人
の
発
信
で
、そ
の
人
の
母
国
の
旅
行
者
が
来

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

Ｏ
Ｔ
Ａ
に
宿
泊
情
報
を
載
せ
る
際
、最
も
重
要
な
の

は
写
真
だ
。外
国
人
観
光
客
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報
を
頼
り
に

や
っ
て
く
る
。そ
の
地
域
を
訪
れ
る
か
ど
う
か
は
、ほ
ぼ

写
真
で
決
ま
る
。そ
の
地
域
で
ど
ん
な
体
験
が
で
き
る

か
、イ
メ
ー
ジ
で
き
る
写
真
を
撮
り
、写
真
を
き
れ
い
に

見
せ
る
加
工
も
必
要
だ
。た
と
え
ば
写
真
に
フ
ラ
ン
ス
人

が
写
っ
て
い
る
と
、同
国
人
が
や
っ
て
く
る
。写
真
も
要

望
が
あ
れ
ば
、百
戦
練
磨
が
お
手
伝
い
す
る
。

　

も
う
一
つ
、Ｏ
Ｔ
Ａ
情
報
に
は
農
泊
で
も
ホ
テ
ル
並
み

の
ス
ペ
ッ
ク（
仕
様
）が
い
る
。空
き
家
の
利
用
な
ら
、ス

ペ
ッ
ク
は
よ
り
大
切
だ
。た
と
え
ば
、「
パ
ジ
ャ
マ
は
な
い

か
ら
持
っ
て
き
て
」と
か「
バ
ス
タ
オ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
か
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
な
ら
家
族
構
成
な
ど
の
情
報
が

必
要
だ
。お
カ
ネ
を
も
ら
う
以
上
、農
泊
だ
か
ら
こ
の
程

度
で
い
い
だ
ろ
う
で
は
済
ま
な
い
。

　

宿
泊
客
と
受
け
入
れ
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

基
本
的
に
英
語
だ
ろ
う
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
ソ

フ
ト
を
使
え
ば
、あ
る
程
度
は
通
じ
る
。お
年
寄
り
に
ス

マ
ホ
の
講
習
会
を
開
く
と
、楽
し
い
と
喜
ん
で
い
る
。外

国
人
客
は
言
葉
が
つ
な
が
ら
ず
、ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
い
ら
し
い
。

　

宿
泊
数
で
外
国
人
と
日
本
人
が
逆
転

　

農
泊
の
先
行
き
だ
が
、農
泊
需
要
は
今
年
度
、爆
発
的

に
増
え
る
と
見
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
、政
府
は「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
し
た
。こ
れ
は
観
光
先
進
国
へ
の
国
づ

く
り
を
目
指
し
た
計
画
だ
が
、そ
の
中
に
農
泊
の
推
進

が
提
起
さ
れ
た
。農
林
水
産
省
は
農
泊
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
実
施
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
地
域
を
二
〇
年
度
ま

で
に
五
〇
〇
地
域
つ
く
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。農
泊
推

進
対
策
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。一
八
年
六
月
に
は
、住
宅
宿
泊
事
業
法（
民
泊
新
法
）

も
施
行
さ
れ
、健
全
な
民
泊
の
普
及
も
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
受
け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
こ
ろ

へ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。大
会

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
か
ら
約
四
〇
万

人
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ
る
。ラ
グ
ビ
ー
は
ハ
ー
ド
な
ス
ポ

ー
ツ
だ
か
ら
、試
合
が
終
わ
っ
て
か
ら
次
の
試
合
ま
で
一

週
間
ほ
ど
空
く
。こ
の
間
を
ど
う
過
ご
す
か
。お
そ
ら
く

農
泊
が
人
気
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
理
論
で
は
、居
住
地
か
ら
遠
く
離
れ

る
ほ
ど
、観
光
客
の
周
遊
エ
リ
ア
が
大
き
く
な
る
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
く
る
旅
行
者
に
と
っ
て
二

〇
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
、三
〇
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
の
移
動
は
大
し

た
距
離
で
は
な
い
。試
合
を
待
つ
間
に
日
本
の
地
方
を
訪

れ
る
機
会
が
増
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
中
に
画
像
が
広
が

る
。こ
れ
が
大
き
な
需
要
創
造
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

将
来
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
宿
泊
数
が
、日
本

人
旅
行
者
を
上
回
る
と
の
試
算
も
あ
る
。じ
ゃ
ら
ん
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の「
二
〇
三
〇
年
観
光
の
未
来
需
要
予

測
研
究
」に
よ
る
と
、訪
日
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
数（
ク

ル
ー
ズ
客
を
含
む
）は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
増
え
続

け
、二
〇
二
二
年
に
日
本
人
旅
行
者
の
国
内
宿
泊
数
と

ほ
ぼ
同
数
に
な
り
、二
〇
三
〇
年
に
は
日
本
人
旅
行
者

宿
泊
数
の
一
・
七
倍（
ク
ル
ー
ズ
客
を
除
く
と
一
・
四
倍
）

に
達
す
る
と
い
う（
表
）。

　

今
後
、外
国
人
旅
行
者
向
け
に
五
つ
星
ク
ラ
ス
の
ホ

テ
ル
か
ら
、民
泊
・
農
泊
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
宿
泊
施
設
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。米
国
系
の
民

泊
サ
イ
ト
で
あ
る
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー（
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ

ｂ
）な
ど
大
手
は
都
市
部
の
民
泊
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

都
市
部
は
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン（
競
争
の
激
し
い
領
域
）

状
態
だ
。一
方
、地
域
の
需
要
創
造
に
は
、一
民
間
企
業

が
で
き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る
。農
泊
は
社
会
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、関
係
者
の
協
力
を
得
よ

う
と
一
八
年
二
月
に「
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
」を

結
成
し
た
。同
協
会
の
正
会
員
は
農
泊
を
実
践
す
る

方
々
、賛
助
会
員
は
農
泊
を
応
援
す
る
企
業
や
団
体
、自

治
体
会
員
は
農
家
な
ど
を
ア
シ
ス
ト
す
る
。

　

人
口
減
少
に
対
応
し
つ
つ
地
域
衰
退
を
避
け
る
た
め

に
も
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
農
泊
、民

泊
と
、農
泊
か
ら
波
及
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
興
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
聞
き
手
　
帝
京
大
学
客
員
教
授
　
金
子 

弘
道
）

日本人の国内宿泊旅行の予測（観光客のみ）
2016年度 2030年度 2030/2016

延べ旅行者 1億4,358万人 1億2,945万人 ▲9.8％
延べ宿泊数 2億5,308万泊 2億1,688万泊 ▲14.3％
訪日外国人旅行の予測（観光客のみ）

2030年度
低位推計 中位推計 高位推計

旅行者数 3,795万人 6,045万人 6,454万人
延べ宿泊数

（クルーズ泊を含む） 2億2,722万泊 3億6,269万泊 3億8,7249泊

延べ宿泊数
（クルーズ泊を除く） 1億9,356万泊 3億829万泊 3億2,916万泊

表　2030年の訪日外国人と日本人国内宿泊数予測

日本人と訪日外国人の旅行者数、延べ宿泊数（中位推計）の比較（2018年２月）
　■旅行者数（日本人 ： 訪日外国人）　2016年７ ： １→2030年2 ： 1
　■延べ宿泊者数（日本人 ： 訪日外国人）
　　　2016年2 ： 1→2022年1 ： 1→2030年１ ： 1.7（クルーズ泊を除く＝1 ： 1.4）
　資料：じゃらんリサーチセンター「2030年観光の未来需要予測」

（注）低位：中国の旅行者数が2012年に戻った場合
　　高位：欧州の誘客獲得に成功し、中間層が増えるインドからの観光客が増えた場合
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　「
バ
ス
停
」を
軸
に
物
流
改
善

　

私
た
ち「
や
さ
い
バ
ス
株
式
会
社
」（
本
社
・
静
岡
県
菊

川
市
）は
、農
産
物
の
共
同
配
送
を
手
掛
け
る
会
社
で

す
。運
送
事
業
な
ど
を
手
掛
け
る「
鈴
与
株
式
会
社
」（
本

社
・
静
岡
市
）と
連
携
し
、二
〇
一
七
年
夏
か
ら
新
物
流

シ
ス
テ
ム「
や
さ
い
バ
ス
」を
本
格
化
し
、わ
ず
か
半
年

間
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
。生
産
者
の
収
入
の
向

上
を
達
成
す
る
と
と
も
に
小
売
店
や
飲
食
店
な
ど
の
需

要
を
踏
ま
え
た
対
応
で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

新
物
流
シ
ス
テ
ム
・
や
さ
い
バ
ス
の
仕
組
み
は
、Ｊ
Ａ

の
農
産
物
直
売
所
や
仲
卸
の
集
出
荷
場
、商
業
施
設
、新

聞
店
な
ど
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
集
出
荷
の
拠
点
を「
バ

ス
停
」に
見
立
て
、「
や
さ
い
バ
ス
」と
名
付
け
た
野
菜
の

輸
送
車
が
そ
の
バ
ス
停
を
巡
回
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

野
菜
の
売
り
手
で
あ
る
生
産
者
は
事
前
に
注
文
を
受

け
た
野
菜
を
、バ
ス
の
巡
回
時
間
に
合
わ
せ
て
バ
ス
停

に
出
荷
し
ま
す
。や
さ
い
バ
ス
は
バ
ス
停
で
そ
の
野
菜

を“
乗
車
＂さ
せ
、野
菜
の
購
買
者
の
最
寄
り
の
バ
ス
停

で“
下
車
＂さ
せ
ま
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
野
菜
の
購
買

者
は
、バ
ス
の
巡
回
時
刻
に
合
わ
せ
て
バ
ス
停
に
野
菜

を
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。生
産
者
も
購
買
者
も
そ
れ

ぞ
れ
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
農
産
物
を
運
ん
だ
り
取
り

に
行
っ
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、複
数
の
生
産

者
が
出
荷
し
た
農
産
物
を
一
度
に
効
率
的
に
運
べ
る
の

で
、個
別
に
宅
配
業
者
を
利
用
す
る
の
に
比
べ
る
と
、配

送
料
は
割
安
に
な
り
ま
す
。

　

バ
ス
停
に
お
け
る
出
荷
と
受
け
取
り
に
は
当
社
指
定

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
コ
ン
テ
ナ
を
使
い
ま
す
。出
荷
の

際
、生
産
者
は
選
別
や
袋
詰
め
の
作
業
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。仕
分
け
な
ど
を
当
社
が
一
括
で
引
き
受
け
る
こ

と
で
、生
産
者
の
手
間
を
省
き
ま
す
。

　

ま
た
、野
菜
の
受
発
注
管
理
は
全
て
ク
ラ
ウ
ド
上
で

行
い
ま
す
。生
産
者
も
購
買
者
も
事
前
に
ユ
ー
ザ
ー
登

録
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
し
た
生
産

者
は
、販
売
し
た
い
野
菜
の
情
報
を
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
開
。購
買
希
望
者
は
そ
の
情
報
を
見
て
欲
し

い
野
菜
を
購
入
し
ま
す
。

　

現
在
、や
さ
い
バ
ス
は
静
岡
県
内
三
ル
ー
ト
で
運
行
中

で
す
。当
初
二
ル
ー
ト
だ
っ
た
配
送
ル
ー
ト
を
最
近
増
や

し
、バ
ス
停
は
昨
年
度
末
で
三
八
カ
所
に
達
し
ま
し
た
。

保
冷
車
二
台
、バ
ン（
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
）一
台
が
、土
曜

日
と
日
曜
日
を
除
い
て
毎
日
一
便
、時
刻
表
に
合
わ
せ
て

各
バ
ス
停
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

や
さ
い
バ
ス
の
事
業
は
、私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
手
掛

け
て
き
た
事
業
で
見
え
て
き
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、生
ま
れ
た
も
の
で
す
。私
は

〇
九
年
一
〇
月
に
農
業
経
営
の
改
善
の
た
め「
株
式
会

物
流
会
社
と
連
携
し
農
産
物
流
通
を
変
え
る

静
岡
県
内
に「
や
さ
い
バ
ス
」と
称
す
る
農
産
物
の
共
同
配
送
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。地
域
の
物
流

会
社
と
連
携
し
効
率
化
す
る
こ
と
で
、生
産
者
と
購
買
者
の
双
方
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。買
い
物
難
民
対
策
に
も
乗
り
出
し
、水
産
物
を
扱
う「
さ
か
な
バ
ス
」も
具
体
化
に
向
け

検
討
中
で
、全
国
展
開
も
視
野
に
入
れ
る
。

やさいバス株式会社 代表取締役

かとう ゆりこ
1974年千葉県生まれ。東京大学農学部卒。英・クランフィー
ルド大学で修士号を取得。米航空宇宙局（NASA）のプロ
ジェクトに参加した後、キヤノン勤務などを経て2009年に
株式会社エムスクエア・ラボを、17年にやさいバス株式会
社を設立した。スズキ財団評議員なども務める。

加藤 百合子  Yuriko Kato

　
特
集
　
異
業
種
連
携
の
農
業
新
時
代
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特集　異業種連携の農業新時代

の
抱
え
る
経
営
課
題
や
農
業
経
営
に
お
け
る
物
流
コ
ス

ト
の
大
き
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。物
流
を
め

ぐ
っ
て
は
、人
手
不
足
に
よ
る
輸
送
単
価
の
上
昇
、そ
れ

に
伴
う
輸
送
費
増
加
が
深
刻
化
し
て
お
り
、生
産
者
の

利
益
を
圧
迫
す
る
現
象
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

物
流
改
革
へ
民
間
で
協
議
会
発
足

　

時
に
は
一
〇
〇
〇
円
の
商
品
を
発
送
す
る
の
に
一
〇

〇
〇
円
の
配
送
費
用
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

上
昇
す
る
輸
送
費
や
人
件
費
と
い
っ
た
コ
ス
ト
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
、経
費
を
販
売
価
格
に
上
乗
せ
し
な

け
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た
な
い
時
代
に
入
る
中
、農
業

に
お
け
る
物
流
の
問
題
を
本
気
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、二
〇
一
四
年
春
、

社
エ
ム
ス
ク
エ
ア
・
ラ
ボ
」を
立
ち
上
げ
、生
産
者
向
け

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
す
る
中
で
、課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た

の
は
生
産
者
と
購
買
者
の
間
の
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で

す
。商
社
、小
売
り
な
ど
の
購
買
者
が
欲
し
い
も
の
に
生

産
者
が
気
付
か
ず
、別
の
も
の
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。こ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、購
買
者
の
ニ
ー
ズ
を
生
産
者

に
確
実
に
つ
な
ぐ
野
菜
の
卸
売
事
業「
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。や
が
て
、こ
う
し
た
い
く
つ

か
の
取
り
組
み
が
や
さ
い
バ
ス
で
協
力
い
た
だ
く
生
産

者
や
流
通
業
者
な
ど
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
構
築
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

む
一
方
、経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
農
業
者

エ
ム
ス
ク
エ
ア
・
ラ
ボ
が
行
政
・
物
流
業
者
な
ど
に
呼
び

掛
け
て
、農
産
物
物
流
改
善
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。こ
れ
が
物
流
改
革
と
な
る
や
さ
い
バ
ス
事
業
化

へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

協
議
会
で
は
農
産
物
物
流
に
お
け
る
問
題
点
を
洗
い

出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。農
産
物
は
一
般
的
に

生
産
者
と
購
買
者
と
な
る
実
需
者
の
間
に
、Ｊ
Ａ
、卸
、

仲
卸
、小
売
り
な
ど
多
数
が
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、野
菜

を
届
け
る
に
は
時
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。ま
た
、生
産
者
は
大
規
模
経
営
で
な
い
限

り
、出
荷
量
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。栽
培
方
法

に
こ
だ
わ
っ
た
野
菜
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
生
産
量
は
少

な
く
、消
費
者
や
取
引
先
に
送
る
と
き
に
宅
配
業
者
を

利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、輸
送
コ
ス
ト
上
昇
の

一
因
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、農
産
物
の
小
規

模
物
流
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
対
策
に
つ
い
て
検
討

に
継
ぐ
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
間
に
も
物

流
コ
ス
ト
は
上
昇
。参
加
者
の
危
機
感
が
高
ま
り
、対
策

の
具
体
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
ま
し
た
。地
産
地
消
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
た
静
岡
県
も
、協
議
会
の
動
き

に
関
心
を
持
ち
、応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。結
果
、一
六

年
度
に
県
の
協
力
を
得
て
、農
産
物
を
集
約
し
て
配
送

す
る
実
証
実
験
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
異
業
種
連
携
が
事
業
フ
レ
ー
ム
の
強
み

　

実
証
実
験
で
は
物
流
の
配
送
網
の
組
み
立
て
方
や
、

集
出
荷
時
の
対
応
を
テ
ス
ト
し
、売
り
手
、買
い
手
双
方

に
負
担
の
少
な
い
物
流
シ
ス
テ
ム
構
築
を
模
索
し
ま
し

た
。そ
し
て
、現
在
の
や
さ
い
バ
ス
事
業
の
基
盤
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
す
。

時刻表に合わせ巡回する「やさいバス」

当日～2日

注文する 注文が入る

持って行く

取りに行く

届く
バス停B バス停A

生産者購買者

やさいバス

図1　やさいバスの仕組み
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物流会社と連携し農産物流通を変える

　

や
さ
い
バ
ス
の
事
業
の
強
み
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、協
議
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
物
流
の
プ
ロ

企
業
の
鈴
与
に
、配
送
網
な
ど
の
構
築
に
携
わ
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
す
。農
産
物
を
輸
送
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

が
必
要
な
情
報
は
何
か
、と
い
う
こ
と
を
含
め
て
物
流

に
関
す
る
専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、輸
送
の
担
い
手
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
負
担
と
な

ら
な
い
配
送
網
や
、集
荷
体
制
の
作
り
方
な
ど
、鈴
与
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、当
社
の
関
連
企
業
で
あ
る「
農
業
生
産
法

人
ベ
ジ
ラ
ボ
」が
、農
産
物
の
生
産
経
験
が
あ
り
、取
り

扱
う
際
の
留
意
点
を
把
握
し
て
い
た
た
め
、野
菜
の
輸

送
時
に
よ
く
起
こ
り
が
ち
な
形
の
崩
れ
や
傷
み
を
防
止

す
る
た
め
の
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
展
開
で
き
た
こ
と
で

す
。例
え
ば
、し
お
れ
て
し
ま
っ
た
、葉
物
野
菜
の
軸
が

折
れ
て
鮮
度
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
、輸
送
時
の
振
動
で

果
実
の
表
面
が
傷
ん
で
変
色
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、輸
送
方
法
に
細
心
の
注

意
を
払
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
受
発
注
を
ク
ラ
ウ
ド
に
一
本
化
し
、生
産

者
と
購
買
者
両
者
の
売
買
に
係
る
手
間
を
減
ら
し
て
い

る
こ
と
で
す
。発
注
は
ク
ラ
ウ
ド
上
の「
注
文
書
」で
一

括
管
理
で
き
る
た
め
、入
力
し
た
注
文
が
速
や
か
に
物

流
に
乗
り
ま
す
。畑
の
採
れ
立
て
野
菜
が
当
日
～
二
日

で
手
元
に
届
け
ら
れ
る
計
算
で
す
。ま
た
、農
産
物
の
野

菜
を
見
な
が
ら
欲
し
い
野
菜
を
検
索
し
た
り
、数
週
間

先
に
欲
し
い
野
菜
を
予
約
し
た
り
、注
文
を
取
り
消
す

の
も
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
で
き
ま
す
。ま
た
、生
産
者
と
購

買
者
が
ネ
ッ
ト
上
で
直
接
交
流
で
き
る「
コ
メ
ン
ト
」や

「
フ
ォ
ロ
ー
」の
機
能
も
。生
産
者
の
名
前
と
出
荷
す
る

農
産
物
の
写
真
を
見
な
が
ら
欲
し
い
商
品
を
検
索
で
き

る
う
え
、欲
し
い
野
菜
に
つ
い
て
生
産
者
に
直
接
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

利
用
料
と
し
て
購
買
者
へ
の
販
売
価
格
の
一
一
％
に

あ
た
る
金
額
を
当
社
に
支
払
っ
て
も
ら
い
ま
す
が
、こ

の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
、生
産
者
側
は
販
路
を
拡

大
で
き
る
の
に
加
え
、購
買
者
と
な
る
実
需
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
で
き
、効
率
の
よ
い
農
産
物
の
生
産
が
で
き

ま
す
。さ
ら
に
、選
別
や
包
装
に
か
か
る
手
間
が
減
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。当
社
で
は
生
産
者
が
負
担
し

て
き
た
流
通
コ
ス
ト
を
一
〇
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
削
減
で
き
た
流
通
コ
ス
ト
分
は
そ
の
ま
ま

生
産
者
サ
イ
ド
の
収
益
に
な
り
、生
産
、販
売
の
一
層
の

充
実
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。具
体
的
に
は

新
し
い
農
産
物
の
栽
培
に
振
り
向
け
る
、新
た
な
販
路

拡
大
資
金
に
充
て
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。　

ま
た
市
場
流
通
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
、

産
直
販
売
な
ど
農
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
が
多
様
化
す
る

中
、当
社
と
し
て
は
、増
え
た
収
益
を
持
続
可
能
な
地
産

地
消
の
仕
組
み
の
た
め
に
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い

う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、購
買
者
側
に
は
や
さ
い
バ
ス
が
複
数
の
生
産

者
の
農
産
物
を
ま
と
め
て
運
ぶ
た
め
、宅
配
便
利
用
時

よ
り
仕
入
れ
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。「
新
鮮
野
菜
、こ
だ
わ
り
野
菜
な
ど
の
活
用
に

よ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

る
」と
い
っ
た
声
や「
仕
入
れ
コ
ス
ト
が
下
が
っ
た
た
め

利
益
率
が
上
が
っ
た
」な
ど
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。や

さ
い
バ
ス
は
、生
産
者
だ
け
に
効
率
化
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、流
通
に
か
か
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
負
担
を

分
け
る
べ
き
だ
と
の
考
え
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、こ
う
し
た
考
え
と
シ
ス
テ
ム
に
共
感
い
た
だ
き
、

活
用
す
る
生
産
者
、購
買
者
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
軒
程

度
ま
で
増
加
し
、さ
ら
に
活
用
し
た
い
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
難
民
対
策
、さ
か
な
バ
ス
も

　

事
業
を
進
め
る
中
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
受
け
て
、

静
岡
県
浜
松
市
に
二
〇
一
八
年
一
〇
月
に
小
売
店
を
開

設
し
ま
し
た
。バ
ス
停
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
店
舗
で

は
、や
さ
い
バ
ス
で
届
け
た
野
菜
を
消
費
者
に
直
接
販

売
す
る
形
が
実
現
し
ま
し
た
。

W1

W7 W4
W6W5 E4
E3

E2

E5

E6E1

W3
W2

W19：00 ホットファーム
浜松市西区

W29：50 増田採種場
磐田市

W310：10 磐田スマートアグリカルチャー
磐田市

W410：50 アグリサービスジャパン
袋井市

W511：45 エムスクエアラボ
菊川市

W612：35 ヤマザキ
椿原郡吉田町

W715：45 ニコエ
浜松市浜北区

W116：45 ホットファーム
浜松市西区

E18：20 東海青果株式会社
静岡市葵区

E210：30 JA大井川まんさいかん藤枝
藤枝市

E311：20 枝村農園
牧之原市

E412：30 エムスクエアラボ
菊川市

E515：40 江崎新聞店
静岡市葵区

E116：20 東海青果株式会社
静岡市葵区

E617：20 ドリームプラザ
静岡市清水区

静 

岡 

市 浜 

松 

市 

図2　静岡県内やさいバス巡回ルート（一部抜粋）
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ま
た
、さ
ら
な
る
需
要
掘
り
起
こ
し
の
た
め
、や
さ
い

バ
ス
事
業
の「
ガ
イ
ド
」も
配
置
し
ま
し
た
。ガ
イ
ド
は

い
わ
ゆ
る
営
業
担
当
の
当
社
従
業
員
で
、生
産
者
と
購

買
者
、そ
し
て
実
際
に
食
べ
る
消
費
者
を
結
び
付
け
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。あ
る
時
に
は
生
産
者
の
経
営
や

栽
培
戦
略
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、ま
た
あ
る
時
に
は
外

食
店
や
小
売
店
へ
の
販
売
戦
略
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、や
さ
い
バ
ス
利
用
者
の
売
り
上
げ
や
利
益
の
増

加
を
応
援
し
て
い
ま
す
。現
在
は
実
質
、三
・
五
人
が

担
っ
て
い
ま
す
。一
九
年
三
月
か
ら
は
飲
食
店
を
専
門

に
回
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
ガ
イ
ド
と
し
て
、

「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」も
置
き
ま
し
た
。新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
開
拓
に
も
一
層
、力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
た
な
展
開
も
考
え
て
い
ま
す
。一
つ
が
農

村
地
帯
な
ど
過
疎
地
で
暮
ら
す
買
い
物
難
民
へ
の
対
応

で
す
。ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
店
の
撤
退
に
よ
る
買
い
物

難
民
が
増
え
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
に
は
、地
域
産
の
青
果
物
と
い
う
都
市
部
で
求
め
る

魅
力
的
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。都
市
部
で
調
理
・
販
売
さ

れ
て
い
る
総
菜
な
ど
を
運
び
、そ
の
帰
り
の
便
に
農
村

地
帯
で
生
産
し
た
青
果
物
を
載
せ
て
、都
市
部
の
住
民

の
食
卓
に
届
け
る
の
で
す
。高
齢
化
が
進
む
地
域
を
中

心
に
、や
さ
い
バ
ス
の
バ
ス
停
と
高
齢
者
の
自
宅
の
間
を

自
動
運
転
す
る
小
型
の
台
車
を
効
率
的
に
使
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
仕
組
み
が
つ
く
れ
な
い
か
と
地
元
企
業
と
の

異
業
種
連
携
に
よ
る
模
索
も
始
ま
り
ま
し
た
。ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
配
送
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
、食
に
よ
る
交

流
と
笑
顔
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
農
業
だ
け
で
な
く
、水
産
業
で
も
や
さ
い
バ
ス

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。や
さ
い
バ
ス
の
水
産
版
、「
さ
か
な

バ
ス
」構
想
で
す
。小
さ
な
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産

物
の
売
り
先
確
保
へ
、フ
ェ
リ
ー
と
保
冷
車
を
組
み
合

わ
せ
た
輸
送
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、静
岡
県
と
連
携
し
、西
伊
豆
で
水

揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
を
静
岡
市
内
の
飲
食
店
へ
配
送
す

る
仕
組
み
で
、今
年
度
中
に
も
稼
動
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　
全
国
展
開
や
海
外
展
開
も
構
想

　

こ
う
し
た
当
社
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
ち
、多
数

の
連
携
な
ど
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。今
年
度
中
に
や
さ
い
バ
ス
を
長
野
県
や
神
奈
川

県
で
も
展
開
す
る
方
向
で
動
き
出
し
て
い
ま
す
。長
野

県
は
県
や
市
町
村
、Ｊ
Ａ
な
ど
地
域
の
関
心
が
高
く
、準

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。物
流
は
地
元
の
運
送
会

社
の
協
力
を
得
て
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。静
岡
県

で
の
取
り
組
み
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
今
後
、直
営
だ

け
で
な
く
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ（
Ｆ
Ｃ
）事
業
展
開
も
含
め

て
全
国
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
国
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
受
け
、外
国

で
の
展
開
も
構
想
に
入
っ
て
お
り
、実
現
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
際
に
は
異
業
種
連
携
を
一

層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。具
体

的
に
は
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
と
シ
ス
テ
ム
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、Ｉ
Ｔ

企
業
や
、食
品
を
取
り
扱
う
商
社
と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し

て
そ
の
国
で
の
売
り
先
を
確
保
す
る
な
ど
、協
業
で
き

る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
や
さ
い
バ
ス
の
国
内
外
の
取
り
組
み
に

よ
り
二
〇
二
五
年
度
の
売
り
上
げ
目
標
を
五
〇
億
円
と

掲
げ
、走
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、従
業
員
に
呼
び
掛
け
て
い
る
の
は
、農
業
は
食

料
製
造
業
で
あ
り
人
類
の
生
命
維
持
を
担
う
産
業
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。人
は
食
べ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
、そ
う
い
う
意
味
で
は
食
は
誰
で
も
関
心
の
あ
る
分

野
な
の
で
す
。重
要
な
分
野
に
関
わ
っ
た
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
命
維
持
を
担
う
農
業
は
多
様
で
す
。そ
の
多
様
性
を

守
り
食
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
仕
事
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
方
で
、生
産
物
を
誰
も
が
手
に

入
れ
ら
れ
る
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
、共
に
創
り
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
考
え
方
を
、

仕
事
と
し
て
農
業
に
携
わ
っ
て
生
産
者
の
話
を
聞
き
実

感
し
ま
し
た
。生
命
を
支
え
る
農
業
を
持
続
可
能
に
す
る

た
め
に
、や
さ
い
バ
ス
の
事
業
が
生
産
者
が
安
心
し
て
生

産
に
取
り
組
め
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　

 

（
聞
き
手
　
ラ
イ
タ
ー
　
久
米 

千
曲
）

浜松市に開設した小売店。品揃えはスーパーとの区別化を意識する
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日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
技
能
実
習

生
は
全
国
で
約
三
二
・
九
万
人
い
ま
す

（
二
〇
一
八
年
末
現
在
）。二
〇
一
〇
年
に

現
行
制
度
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、一
二
年

か
ら
七
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、年
二
回
実
施
し
て
い

る
業
種
別
の
景
況
や
今
後
の
投
資
見
込

み
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る
農
業
景
況
調

査
と
と
も
に
、農
業
分
野
で
の
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
、今
後
の
受
け
入
れ
希
望
と

現
在
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
一
言
で
言
う
と
、一
八
年

の
農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
は
大
幅
に
悪
化
し
ま
し

た
。た
だ
一
九
年
は
回
復
す
る
見
通
し
で

す
。ま
た
、外
国
人
技
能
実
習
生
は
農
業

経
営
体
の
一
一・一
％
が
受
け
入
れ
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果

　
価
格
低
下
の
影
響
で
大
幅
低
下

　

二
〇
一
九
年
一
月
に
調
査
し
た
、二

〇
一
八
年
現
在
の
農
業
全
体
の
景
況
感

を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
一
・
一
と
な

り
、過
去
最
高
値
で
あ
っ
た
前
年（
一
七

年
一
～
一
二
月
）の
二
一
・
二
か
ら
三

二
・
三
ポ
イ
ン
ト
大
幅
に
低
下
し
て
マ

イ
ナ
ス
値
と
な
り
ま
し
た（
図
1
）。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、好
調
を
維
持

し
て
き
た
稲
作
や
養
豚
、採
卵
鶏
な
ど

の
販
売
単
価
Ｄ
Ｉ
の
大
幅
な
低
下
、ま

た
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
が
軒
並
み
下
が
っ
て

い
る
こ
と
や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど

農業景況ＤＩは
大幅低下

外国人技能実習生は
11％の担い手が受け入れ

日本公庫の農業資金の融資先を対象に、農業の景況
感、および、外国人技能実習生の受け入れについて
調査をしました。結果の概要を紹介します。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

●

―農業景況調査（2019年1月調査）―

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す（
図
2
）。

　

業
種
別
に
景
況
Ｄ
Ｉ
を
見
る
と
、業

種
全
般
で
景
況
Ｄ
Ｉ
が
低
下
し
て
い
る

中
で
、酪
農（
北
海
道
）と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

果
樹
が
比
較
的
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
の
が
目
立
ち
ま
す（
図
1
）。

　

酪
農（
北
海
道
）は
四
四
・
八
か
ら
二

五
・
〇
に
、酪
農（
都
府
県
）は
一
二
・
六

か
ら
二
・
五
に
低
下
し
ま
し
た
が
、景
況

Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
の
値
を
維
持
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
生
乳
取
引
価
格
が
上
昇
傾

向
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
も
五
五
・
三
か
ら
一
五
・

九
と
大
幅
に
下
落
し
ま
し
た
が
、プ
ラ

ス
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。相
場
が
前

図1　農業景況ＤＩ天気図

　　  ≦ −50 <　　  ≦ −20 <　　  ≦ −5 <　　  < 5 ≦　　  < 20 ≦

経営部門
2017年 2018年 2019年

実績 実績 通年見通し

農業全体

耕
　
種

畜
　
産

稲作
(北海道)

稲作
(都府県)

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ

酪農
(北海道)

酪農
(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

21.2

39.7

10.3

34.8

7.5

15.0

26.5

21.8

▲10.6

▲2.5

44.8

12.6

17.5

59.4

32.7

55.3

▲11.1

▲51.8

▲10.7

▲22.7

▲3.4

▲1.4

▲14.5

20.6

▲13.7

▲21.0

25.0

2.5

4.7

▲27.2

▲61.2

15.9

3.2

▲5.6

3.7

10.1

13.2

9.6

▲24.4

16.0

4.8

7.4

7.8

25.8

5.2

▲40.5

▲72.9

1.4

［DI値とお天気マークの関係］

（注）DI値に2.5以上の差異がある場合は上向きまたは下向き矢印。2.4以内の場合は平行矢印。
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年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、近
年
は
む
ね

肉
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
な
ど
の
加

工
品
を
中
心
に
需
要
を
伸
ば
し
、生
産

拡
大
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、果
樹
は
二
一・八
か
ら
二
〇・六

と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
。「
平
成

3
0
年
7
月
豪
雨
」や
台
風
、春
の
高
温

な
ど
気
象
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、相

場
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
高
い

値
を
維
持
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。　

　

一
方
で
、景
況
Ｄ
Ｉ
の
低
下
が
特
に

目
立
っ
た
の
は
、耕
種
で
は
稲
作（
北
海

道
・
都
府
県
）と
畑
作
、茶
、キ
ノ
コ
、畜

産
で
は
採
卵
鶏
と
養
豚
で
す
。

　

特
に
採
卵
鶏
で
は
三
二
・
七
か
ら
▲

六
一
・
二
と
大
幅
な
低
下
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
飼
養
羽
数
の
増
加
に
よ
っ

て
供
給
過
多
と
な
り
、相
場
が
大
幅
に

低
下
し
た
た
め
で
す
。

　

養
豚
は
五
九
・
四
か
ら
▲
二
七
・
二
と

畜
産
で
は
採
卵
鶏
に
次
ぐ
大
幅
な
低
下

と
な
り
ま
し
た
。前
回
調
査
で
も
数
値

は
下
降
傾
向
で
し
た
が
、豚
肉
の
輸
入

量
の
増
加
で
相
場
が
急
落
し
た
こ
と
の

影
響
を
受
け
て
、マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

稲
作（
北
海
道
）は
好
調
だ
っ
た
前
回

調
査
の
三
九
・
七
か
ら
▲
五
一
・
八
に
、

ま
た
、稲
作（
都
府
県
）も
一
〇
・
三
か

ら
▲
一
〇
・
七
に
大
き
く
下
が
り
ま
し

た
。畑
作
で
も
大
幅
な
低
下
が
見
ら
れ
、

三
四
・
八
か
ら
▲
二
二
・
七
と
な
り
ま
し

た
。稲
作
、畑
作
に
つ
い
て
は
、天
候
不

順
と
自
然
災
害
の
多
大
な
影
響
を
受
け

た
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

　

茶
も
天
候
不
順
な
ど
に
よ
る
悪
影
響

が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
り
ま
し
た
。出

荷
時
期
と
需
要
期
が
ず
れ
込
み
相
場
が

過
去
最
低
の
水
準
に
ま
で
下
落
し
、二

六
・
五
か
ら
▲
一
四
・
五
と
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ノ
コ
は
▲
二
・
五
か
ら
▲
二

一
・
〇
と
マ
イ
ナ
ス
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
相
場
が

下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、景

況
Ｄ
Ｉ
を
大
き
く
下
げ
て
い
ま
す
。

　
通
年
見
通
し
は
プ
ラ
ス
値
の
予
想

　

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
の
二
〇
一
九
年
通
年

見
通
し
は
、プ
ラ
ス
値
の
三
・
二
と
な
り

ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、特
に
、畑
作
は
消

費
者
の
国
産
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
国
産
小
麦
の
需
要
増
に
よ
り
相

場
の
上
昇
が
期
待
さ
れ
、一
八
年
実
績

の
▲
二
二
・
七
か
ら
一
転
し
て
プ
ラ
ス

の
一
〇
・
一
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
乳
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
酪
農
で

は
、北
海
道
は
二
五
・
〇
か
ら
七
・
八
に

プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
し
ま
す
が
、都
府
県

は
二
・
五
か
ら
二
五
・
八
と
プ
ラ
ス
幅
を

増
や
し
て
い
ま
す
。畑
作
、酪
農
な
ど
、

相
場
が
強
含
み
の
局
面
に
あ
る
業
種
を

[DIについて]
天気図はDI（Diffusion Index）と呼ばれる指標により作成。
アンケートの各項目への回答は、「①良くなった　②変わらない　③悪くなった」から一つ選ぶ形式となっており、前年と比較して「良くなった」の構成比から「悪くなった」の構成比を差し引いたもの。

図２　収支ＤＩ、資金繰りＤＩ、販売単価ＤＩ、生産コストＤＩなどの推移
収支ＤＩ 資金繰りＤＩ 販売単価ＤＩ 生産コストＤＩ 雇用状況ＤＩ 設備投資予定ありの比率

2017 年 2018 年 2017 年 2018 年 2017 年 2018 年 2017 年 2018 年 2017 年 2018 年 2018 年 2019 年

農業全体 14.7 ▲ 20.1 15.5 ▲ 4.7 24.3 2.1 ▲ 25.2 ▲ 37.1 ▲ 36.8 ▲ 34.7 46.6 44.3

耕

種

稲作
（北海道） 43.0 ▲ 63.3 23.8 ▲ 30.4 54.4 ▲ 5.9 ▲ 18.8 ▲ 36.9 ▲ 39.0 ▲ 41.2 45.2 41.0

稲作
（都府県） 2.2 ▲ 18.8 7.3 ▲ 5.9 36.0 16.9 ▲ 11.2 ▲ 18.2 ▲ 27.8 ▲ 27.6 49.8 47.0

畑作 28.1 ▲ 27.5 23.3 ▲ 5.3 ▲ 2.1 ▲ 1.9 ▲ 28.4 ▲ 38.5 ▲ 45.0 ▲ 40.9 53.2 49.7

露地野菜 ▲ 0.9 ▲ 14.8 2.7 ▲ 6.4 ▲ 7.8 0.8 ▲ 40.0 ▲ 46.3 ▲ 43.4 ▲ 36.7 44.6 43.8

施設野菜 5.6 ▲ 11.8 11.5 0.8 8.7 ▲ 11.6 ▲ 39.9 ▲ 49.0 ▲ 33.0 ▲ 30.9 40.2 38.0

茶 25.8 ▲ 16.1 20.2 ▲ 8.0 18.1 ▲ 41.1 ▲ 32.2 ▲ 46.7 ▲ 37.7 ▲ 40.7 40.5 40.7

果樹 12.0 7.4 8.6 8.9 28.0 15.0 ▲ 37.3 ▲ 39.0 ▲ 36.8 ▲ 36.9 33.5 35.2

施設花き ▲ 24.6 ▲ 22.0 ▲ 5.9 ▲ 6.9 ▲ 28.6 ▲ 23.3 ▲ 48.6 ▲ 53.5 ▲ 34.4 ▲ 31.8 30.8 28.8

キノコ ▲ 3.8 ▲ 24.7 7.5 ▲ 24.7 ▲ 11.3 ▲ 39.6 ▲ 28.8 ▲ 59.2 ▲ 41.2 ▲ 42.0 43.2 51.9

畜

産

酪農
（北海道） 36.8 7.4 36.3 21.1 67.8 47.6 ▲ 35.2 ▲ 48.2 ▲ 52.5 ▲ 44.1 46.1 44.3

酪農
（都府県） 1.7 ▲ 3.3 16.4 5.4 14.4 17.6 ▲ 32.9 ▲ 40.4 ▲ 27.6 ▲ 26.3 49.4 48.4

肉用牛 7.0 ▲ 4.1 16.9 8.7 17.1 20.4 ▲ 41.3 ▲ 46.7 ▲ 34.3 ▲ 32.4 46.2 45.1

養豚 57.9 ▲ 34.9 55.6 ▲ 7.1 63.6 ▲ 55.0 12.1 ▲ 37.0 ▲ 44.3 ▲ 32.7 58.0 45.5

採卵鶏 31.9 ▲ 62.8 31.1 ▲ 30.2 1.7 ▲ 66.7 ▲ 12.0 ▲ 49.6 ▲ 47.4 ▲ 41.1 61.2 44.2

ブロイラー 55.3 4.3 50.0 27.6 37.5 ▲ 11.6 ▲ 16.1 ▲ 23.2 ▲ 36.4 ▲ 25.0 51.8 55.1
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個人

法人

耕種

畜産

個人・法人別

業種別

中
心
に
プ
ラ
ス
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、相
場
が
軟
調
に
推
移
し
て

い
る
採
卵
鶏
は
現
在
の
▲
六
一
・
二
か

ら
▲
七
二
・
九
、養
豚
は
▲
二
七
・
二
か

ら
▲
四
〇
・
五
と
な
り
ま
し
た
。茶
は
▲

一
四
・
五
か
ら
▲
二
四
・
四
と
な
り
ま
し

た
。茶
は
価
格
の
上
昇
要
因
が
見
つ
か

ら
な
い
こ
と
か
ら
、景
況
Ｄ
Ｉ
の
マ
イ

ナ
ス
幅
が
拡
大
す
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
続
く

　

設
備
投
資
動
向
に
つ
い
て
は
、「
二
〇

一
九
年
中
に
設
備
投
資
の
予
定
が
あ

る
」と
回
答
し
た
割
合
が
四
四
・
三
％
と

な
り
ま
し
た
。前
年
調
査
で
、「
二
〇
一

八
年
中
に
設
備
投
資
の
予
定
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
四
六
・
六
％
で
あ

り
、二
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す

（
図
2
）。

　

ま
た
、一
八
年
、一
九
年
と
も
に「
設
備

投
資
の
予
定
が
あ
る
」と
回
答
し
た
者
に

対
し
て
、一
九
年
の
設
備
投
資
額
の
増
減

見
通
し
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
一

八
年
に
比
べ
増
加
す
る
」と
の
回
答
が
四

八
・
七
％
と
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。次

に
、「
同
程
度
」が
三
四
・
六
％
、「
減
少
す

る
」が
一
六
・
七
％
で
し
た
。

　

一
八
年
の
雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
三

四
・
七
と
な
り
、▲
三
六
・
八
だ
っ
た
前

年
調
査
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、依
然
と
し
て

深
刻
な
労
働
力
不
足
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
に
関
す
る
調
査
結
果

　
農
業
分
野
に
お
け
る
技
能
実
習
制
度

　

日
本
に
お
け
る
現
行
の
外
国
人
の
技

能
実
習
制
度
は
、一
九
六
〇
年
代
後
半

頃
か
ら
海
外
の
現
地
法
人
な
ど
の
社
員

教
育
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
研
修
制
度

が
始
ま
り
で
す
。そ
の
後
、九
〇
年
に
研

修
制
度
が
改
正
さ
れ
、農
業
分
野
に
お

い
て
は
二
〇
〇
〇
年
に
、外
国
人
研
修

生
が
研
修
終
了
後
、雇
用
関
係
の
下
で
、

よ
り
実
践
的
な
技
能
な
ど
を
修
得
・
習

熟
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
検
討
や
制
度
の

適
正
化
を
図
る
た
め
の
見
直
し
が
繰
り

返
さ
れ
、一
七
年
に
現
行
の「
外
国
人
技

能
実
習
制
度
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
技
能
実
習
生（
以
下「
実
習

生
」）の
受
け
入
れ
は「
外
国
人
技
能
実

習
機
構
」か
ら
認
可
を
受
け
た「
監
理
団

体
」（
農
業
協
同
組
合
や
事
業
協
同
組
合

な
ど
）が
行
い
、監
理
団
体
の
傘
下
に
あ

る「
実
習
実
施
者
」（
組
合
員
や
会
員
）

が
、実
習
生
と
の
雇
用
契
約
に
基
づ
い

て
技
能
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

技
能
実
習
法
の
目
的
は
技
能
実
習
の

適
正
な
実
施
お
よ
び
実
習
生
の
保
護
で

日
本
国
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
実
習

し
、帰
国
し
て
か
ら
母
国
の
産
業
発
展

に
役
立
て
る
と
い
う
国
際
協
力
が
目
的

で
す
。実
習
実
施
者
は
技
能
実
習
法
等

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
入
れ
基
準

や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、技
能
実

習
制
度
の
理
念
の
下
、技
能
実
習
生
が

実
効
あ
る
技
能
等
を
段
階
的
に
取
得
で

き
る
よ
う
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
受
け
入
れ
は
経
営
規
模
に
比
例

　

実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
受
け
入
れ
て
い
る
」と
回

答
し
た
割
合
は
全
体
で
一
一
・
一
％
と

な
り
ま
し
た（
図
3
）。

　
「
法
人
」と「
個
人
」を
比
べ
る
と
、「
法

人
」の
二
〇
・
六
％
に
対
し
て「
個
人
」

は
六
・
五
％
と
三
倍
以
上
の
開
き
が
あ

り
ま
す
。「
畜
産
」と「
耕
種
」の
比
較
で

は「
畜
産
」の
二
〇
・
二
％
に
対
し
て「
耕

種
」は
八
・
四
％
と
業
種
に
よ
る
差
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、売
り
上
げ

規
模
が
大
き
い
経
営
体
ほ
ど
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

　

実
習
生
の
受
け
入
れ
人
数
も「
個
人
」

よ
り「
法
人
」、「
耕
種
」よ
り「
畜
産
」で

多
く
、売
り
上
げ
規
模
別
で
も
規
模
が

大
き
い
経
営
体
ほ
ど
多
く
の
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す

（
図
4
）。

　

ま
た
、今
後
の
実
習
生
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、「
増
や
し
た
い
」が
四
五
・

九
％
、「
現
状
を
維
持
し
た
い
」が
四
九
・

図4　受け入れ人数について 図3　外国人実習生の受け入れについて
（％） （％）

全体 全体

１億円以上 １億円以上

11.4

19.7

6.0

10.5

13.2

11.1

6.5

20.6

8.4

20.2

6.1

15.7 

34.0 

31.3

10.5

2.0 

16.5

26.0

32.1

32.2

45.7

26.4

32.7

12.1

7.5

12.5

0.4

0.0

20.8

26.4

17.1

20.8

20.7

36.2

42.0

32.4

38.6

33.9

24.0

11.2

32.4

24.2

24.3

7.6

0.7

12.1

5.9

7.9

個人

3000万円以上１億円未満 3000万円以上１億円未満

法人

3000万円未満 3000万円未満

耕種

畜産

1人 受け入れている2人 3〜5人 6〜10人 11人以上

売り上げ
規模別

売り上げ
規模別

個人・法人別

業種別
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畜産全体 個人 法人 耕種

五
％
で
、「
減
ら
し
た
い
」は
四
・
六
％
で

し
た
。「
増
や
し
た
い
」が「
減
ら
し
た

い
」を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、実
習
生
の
受
け
入
れ
に
対
し
て
積

極
的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す

（
図
5
）。

　
課
題
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
際
の
課
題
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実
習
生
の
日

本
語
の
能
力
」が
六
四
・
三
％
で
最
多
と

な
り
ま
し
た（
図
6
）。実
習
生
を
受
け

入
れ
る
担
い
手
農
業
者
か
ら
は
、細
か

な
作
業
指
示
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
る
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。円

滑
な
意
思
疎
通
を
重
要
視
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

次
い
で
、「
宿
舎
整
備
」の
五
三
・
三
％
、

「
技
術
水
準
に
応
じ
た
賃
金
水
準
の
確

保
」の
三
四
・
一
％
の
順
と
な
り
ま
し

た
。宿
舎
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、受
け
入
れ
内
定
者
に
断
ら
れ
た

と
話
す
農
業
者
も
い
ま
し
た
。

　

実
習
生
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
課

題
が
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
国
籍
は
ベ
ト
ナ
ム
が
最
多

　

担
い
手
農
業
者
が
受
け
入
れ
て
い
る

実
習
生
の
国
籍
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
ベ
ト
ナ
ム
」が
三
八
・
九
％
で
最
多

と
な
り
、次
い
で「
中
国
」の
二
一
・
三
％
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」の
一
一
・
二
％
、「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
」の
七
・
三
％
と
な
り
ま
し
た

（
図
7
）。

　

今
回
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査
結

果
に
関
す
る
公
表
資
料
は
、当
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
公
庫 

農
業
景
況
調
査
」で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部
　
落
合 

智
仁
）

図6　実習生を受け入れる際の課題（複数回答可） （％）
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融
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図5　今後の受け入れの方針
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図7　受け入れている実習生の国籍 （％）

売り上げ
規模別

個人・法人別 業種別



2019・6 AFCフォーラム　19

漁
業
で
名
高
い
紺
碧
の
町
に

真
っ
赤
な
苺
ケ
ー
キ
が
似
合
う

農
家
女
性
の
ス
イ
ー
ツ
産
業

畑
か
ら
直
送
の
新
鮮
さ
と
、

自
前
の
イ
チ
ゴ
が
強
み
で
す

土
佐
の
一
本
釣
り
で
知
ら
れ
る
町
が
、漁
業
の
他
に

も
新
し
い
産
業
を
模
索
す
る
。女
性
農
業
者
た
ち
に

声
が
か
か
る
。農
家
ら
し
い
身
の
丈
に
合
う
、畑
直
送

の
新
鮮
イ
チ
ゴ
を
活
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
作
り
。小
さ

な
農
家
の
六
次
産
業
化
の
町
お
こ
し
。

農
事
組
合
法
人
苺
倶
楽
部

理
事

高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町

吉
野 

ひ
ろ
み
さ
ん
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生
の
お
い
し
さ
を
届
け
よ
う

　
「
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
」で
知
ら
れ
る
中
土
佐

町
。漁
業
の
町
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、海
辺
ま
で

迫
る
急
峻
な
斜
面
や
谷
間
を
利
用
し
て
農
業
も
盛

ん
だ
。イ
チ
ゴ
は
特
産
品
の
一
つ
。海
辺
に
あ
る

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」の
一
画
に
、イ
チ
ゴ
農
家
の

女
性
グ
ル
ー
プ
が
作
る
ケ
ー
キ
が
食
べ
ら
れ
る
カ

フ
ェ「
風
工
房
」が
あ
る
。青
い
海
に
赤
い
イ
チ
ゴ

の
看
板
が
映
え
る
。

　

時
は
一
九
九
六
年
。町
内
に
宿
泊
施
設
の
建
設

が
決
ま
り
、観
光
に
力
を
入
れ
よ
う
と
い
う
時
期

だ
っ
た
。「
カ
ツ
オ
以
外
に
、土
産
に
な
る
も
の
を

つ
く
っ
て
み
な
い
か
」と
役
場
か
ら
声
を
掛
け
ら

れ
た
の
が
、三
〇
歳
代
〜
七
〇
歳
代
の
イ
チ
ゴ
農

家
の
八
人
だ
っ
た
。吉
野
ひ
ろ
み
さ
ん（
五
六
歳
）

は
当
時
、最
年
少
の
三
三
歳
。そ
れ
ま
で
の
一
〇
年

間
、規
格
外
の
イ
チ
ゴ
を
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
に
し

て
催
事
で
販
売
し
て
き
た
実
績
が
認
め
ら
れ
た
。　

　

当
初
、経
験
の
あ
る
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
を
本
格

的
に
生
産
す
る
案
が
浮
上
し
た
。だ
が
、役
場
か
ら

派
遣
さ
れ
た
フ
ー
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
原
一

郎
氏
か
ら「
加
工
ば
か
り
考
え
ず
、せ
っ
か
く
の
イ

チ
ゴ
を
生
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
考
え
た

ら
？
」と
言
わ
れ
、ケ
ー
キ
作
り
に
た
ど
り
着
い

た
。規
格
外
な
ど
で
出
荷
で
き
な
い
イ
チ
ゴ
が
廃

棄
さ
れ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
メ

ン
バ
ー
。摘
み
立
て
の
完
熟
イ
チ
ゴ
を
た
っ
ぷ
り

使
う
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
い
と
意
見

が
一
致
し
た
。

　

し
か
し
、「
み
ん
な
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ぐ
ら
い
し
か

焼
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」と
ひ
ろ
み
さ
ん
が
言

う
く
ら
い
お
菓
子
作
り
の
経
験
が
な
く
、こ
の
と

き
か
ら
大
原
氏
を
講
師
に
特
訓
が
始
ま
っ
た
。み

ん
な
朝
は
収
穫
、日
中
は
出
荷
作
業
に
追
わ
れ
る

た
め
、特
訓
は
夜
の
み
。一
生
懸
命
頑
張
っ
た
が
当

初
は
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。「
先
生
か
ら『
出
席
率

だ
け
は
よ
い
』と
言
わ
れ
た
ほ
ど（
笑
）。シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
焼
い
て
も
上
が
ら
な
い（
膨
ら
ま
な

い
）。シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
も
上
が
ら
な
い
」。オ
ー
プ

ン
ま
で
あ
と
数
カ
月
と
な
っ
て
も
な
か
な
か
形
に

な
ら
な
い
。大
原
氏
か
ら「
今
か
ら
私
は
鬼
に
な

る
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

一
年
間
の
こ
の
よ
う
な
修
業
を
経
て
、つ
い
に

九
七
年
一
二
月
、役
場
が
用
意
し
た
場
所
に
新
設

さ
れ
た
加
工
施
設
兼
カ
フ
ェ
「
風
工
房
」が
オ
ー

プ
ン
。国
や
自
治
体
の
補
助
金
を
活
用
し
、メ
ン

バ
ー
も
二
五
万
円
ず
つ
出
資
し
て
の
船
出
だ
っ
た
。

た
ど
り
着
い
た
農
業
と
の
両
立

　

イ
チ
ゴ
は
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
日
の
早
朝
に
摘
ん

だ
も
の
が
使
わ
れ
る
。目
の
前
が
港
と
い
う
見
晴

ら
し
の
よ
い
カ
フ
ェ
で
、作
り
た
て
の
ケ
ー
キ
を

食
べ
ら
れ
る
と
瞬
く
間
に
話
題
に
な
っ
た
。

　

一
日
に
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
一
〇
〇
〇
個
が
売
れ

る
ほ
ど
の
大
盛
況
。「
新
し
も
の
好
き
の
県
民
性
に

マ
ッ
チ
し
た
の
か
な
。『
農
家
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

が
店
や
る
が
ぁ
』と
マ
ス
コ
ミ
も
宣
伝
し
て
く
れ

ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、繁
盛
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
農
業
と
の

両
立
が
難
し
く
な
っ
た
。店
が
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
、農
業
や
家
事
は
休
み
に
な
ら
な
い
。イ
チ
ゴ

P19：共に創業メンバーである吉野ひろみさん（左）と中野ひとみさん。「道の
駅なかとさ」を見下ろす高台にて。その先には太平洋が広がる  P20：ケーキは
20種類を超える。イチゴのオフシーズンには、オンシーズンに冷凍保存したイ
チゴを素材にしたケーキを提供する（右上）　店名の風工房は「風土、風味、風
情を感じてほしい」という想いを込めて命名した（右下右）　創業メンバーで
ある前田宣子さん（右）とともに（右下左）　ひろみさんは約10年前にイチゴ生
産から退いた。現在もイチゴを生産する中野さんのハウスにて（左）
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収
穫
は
早
朝
、午
前
中
は
ケ
ー
キ
作
り
に
没
頭
し
、

接
客
を
こ
な
す
。午
後
に
は
農
協
出
荷
の
た
め

い
っ
た
ん
家
に
戻
る
人
も
い
る
。再
び
、次
の
日
の

仕
込
み
と
深
夜
ま
で
工
房
に
こ
も
る
日
々
が
続
い

た
。そ
れ
で
も
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
踏
ん

張
っ
た
。「
全
員
若
か
っ
た
し（
笑
）」と
ひ
ろ
み
さ

ん
。次
い
で
、「
結
束
力
」と「
反
骨
精
神
」と
い
う

言
葉
が
続
い
た
。も
と
も
と
、農
協
の
婦
人
部
と
し

て
加
工
活
動
を
始
め
た
メ
ン
バ
ー
は
強
い
結
束
力

を
持
っ
て
い
た
。各
家
庭
で
パ
ッ
ク
詰
め
し
た
イ

チ
ゴ
を
農
協
に
集
め
る
際
に
規
格
の
バ
ラ
ツ
キ
を

な
く
す
、い
わ
ゆ
る「
目
ぞ
ろ
え
」も
主
に
女
性
農

家
が
自
ら
実
践
。「
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
き
た
の
で

自
然
と
ま
と
ま
り
が
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
」

　

一
方
、「
風
工
房
」オ
ー
プ
ン
当
時
は
六
次
産
業

化
と
い
う
言
葉
す
ら
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、周
囲

か
ら
い
ろ
ん
な
声
が
漏
れ
伝
わ
っ
て
き
た
。「
客
は

来
る
の
か
」「（
う
ま
く
い
か
ず
）そ
の
う
ち
干
物
の

売
り
場
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
」な
ど
。そ
れ
だ
け
に

「
頑
張
っ
て
成
功
さ
せ
よ
う
」と
力
を
振
り
絞
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

店
を
切
り
盛
り
し
な
が
ら
、家
の
農
業
を
こ
な

す
と
い
う
怒
濤
の
半
年
を
乗
り
越
え
、ひ
ろ
み
さ

ん
た
ち
は
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。ス

タ
ッ
フ
を
雇
い
、シ
フ
ト
を
組
み
、創
業
メ
ン
バ
ー

は
週
三
日
ほ
ど
の
出
勤
で
回
せ
る
よ
う
に
し
た
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、各
自
の
腕
前
も
上
が
り
、

計
画
的
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。任
意

組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、経
費
や
人
件

費
を
除
く
利
益
が
メ
ン
バ
ー
に
単
純
に
配
分
さ
れ
、

思
わ
ぬ
課
税
も
経
験
し
た
。こ
れ
を
教
訓
に
一
九

九
九
年
、農
事
組
合
法
人
苺
倶
楽
部
と
し
て
法
人

成
り
し
、社
会
保
険
制
度
も
整
え
た
。

課
題
は
後
継
者
づ
く
り

　

風
工
房
の
運
営
は
す
こ
ぶ
る
安
定
し
て
い
る
。

売
上
高
は
、移
転
前
か
ら
順
調
に
増
え
、一
億
円
に

手
が
届
く
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。し
か
し
現
状
に
甘

ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。移
転
に
当
た
っ
て

オ
ー
ブ
ン
な
ど
の
設
備
を
購
入
す
る
た
め
、公
庫

や
Ｊ
Ａ
か
ら
借
り
入
れ
を
し
た
。移
転
前
に
比
べ
、

家
賃
も
上
が
っ
た
。今
後
も
滞
り
な
く
運
営
し
て

い
く
た
め
に
も
、販
路
を
広
げ
売
り
上
げ
を
伸
ば

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

販
路
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
、高
知
市
内
の

ス
ー
パ
ー
か
ら
要
請
を
受
け
て
ケ
ー
キ
の
外
販
も

開
始
し
た
。「
待
つ
だ
け
で
な
く
、こ
っ
ち
か
ら
別

の
ス
ー
パ
ー
に
営
業
に
出
向
く
な
ど
し
て
、販
路

を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
ひ
ろ
み
さ
ん
た
ち
は
前

向
き
だ
。

　

さ
て
、法
人
の
代
表
を
務
め
る
ひ
ろ
み
さ
ん
に

と
っ
て
、現
在
の
課
題
は
後
継
者
確
保
だ
と
い
う
。

創
業
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、三
人
が
高
齢
な
ど
を
理

由
に
引
退
し
、現
在
は
五
人
。イ
チ
ゴ
の
生
産
を
続

け
て
い
る
人
は
そ
の
う
ち
の
三
人
だ
。

　

自
分
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
と
を
次
の
世

代
に
ど
う
引
き
継
い
で
い
く
か
は
、喫
緊
の
課
題

だ
。ひ
ろ
み
さ
ん
は「
材
料
が
足
ら
な
け
れ
ば
、す

ぐ
に
収
穫
に
行
け
る
ほ
ど
の
鮮
度
を
強
み
に
、自

前
の
イ
チ
ゴ
を
年
間
通
じ
て
使
用
す
る
こ
と
へ
の

こ
だ
わ
り
は
貫
き
た
い
」と
考
え
て
い
る
。　

　

創
業
メ
ン
バ
ー
の
家
か
ら
後
継
者
が
生
ま
れ
れ

ば
こ
の
上
な
い
が
、カ
フ
ェ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
が

イ
チ
ゴ
生
産
に
名
乗
り
を
上
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
は
、将
来
店
を
担
っ
て
く
れ
そ
う
な
新
規
就

農
者
を
地
域
内
外
か
ら
募
る
の
も
一
案
だ
ろ
う
。

な
に
し
ろ
、二
〇
年
か
け
て
築
い
て
き
た
ブ
ラ
ン

ド
や
信
頼
を
受
け
継
げ
る
と
す
れ
ば
、新
た
に
イ

チ
ゴ
生
産
を
始
め
る
農
家
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な

い
強
み
だ
。加
工
し
て
販
売
す
る
と
い
う
出
口
が

あ
る
こ
と
自
体
、大
き
な
助
け
と
な
る
は
ず
。

　

こ
れ
ま
で
、一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
き
た

女
性
パ
ワ
ー
で
、後
継
者
の
発
掘
や
育
成
も
必
ず

成
功
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、期
待
に
胸
が
膨
ら

む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
青
山 

浩
子
／
文
　
河
野 

千
年
／
撮
影
）

メンバーの中野さんと中野さんの孫の聖羅ちゃんとともに（上）　「風工房」前に
て。スタッフに囲まれるひろみさん（下）

風工房 URL…https://www.nakatosa.com/shop/kazekoubou/　
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おいしい言葉

アナウンサー

後藤 繁榮
ごとう しげよし
1951年岐阜市生まれ。75年NHK入局、鳥取・富山・札幌・東京
で勤務。2005年放送批評懇談会の「ギャラクシー賞」奨励賞個
人受賞。元エグゼクティブアナウンサー。現在はフリーでNHK
「きょうの料理」「ラジオ深夜便」などを担当。

　
「
き
ょ
う
の
料
理
」の
司
会
を
担
当
し
て
、今
年
で
二
〇
年
目
。番
組
で
は
料
理

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
試
食
し
、ど
の
よ
う
に
お
い
し
い
の
か
を
具
体
的
に
伝
え

ま
す
。

　

で
も
味
の
感
じ
方
は
あ
く
ま
で
主
観
的
な
も
の
。よ
り
多
く
の
視
聴
者
に
、そ

の
料
理
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
言
葉
選
び
に
は
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

は
い
え
や
は
り
悩
み
ま
す
。甘
味
、塩
味
、酸
味
な
ど
の
味
は
使
う
食
材
や
調
味

料
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
想
像
は
つ
く
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
私
が
意
識
し
て
い

る
の
は
、画
面
か
ら
伝
わ
り
に
く
い
香
り
や
食
感
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
語
は
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
言
葉
が
実
に
豊
か
な
の
で
す
。「
さ
く
さ
く
」

と
か「
も
ち
も
ち
」な
ど
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
・
擬
態
語
）が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。「
ゼ
リ
ー
が
ぷ
る
ぷ
る
し
て
、つ
る
ん
と
す
べ
る
」と
か「
か

り
っ
と
し
て
い
る
の
に
中
は
も
ち
も
ち
の
ピ
ザ
」な
ど
、食
べ
物
の
様
子
や
口
当

た
り
を
リ
ア
ル
に
表
現
で
き
ま
す
。リ
ン
ゴ
一
つ
と
っ
て
も
、食
べ
る
も
の
に

よ
っ
て「
さ
く
さ
く
」だ
っ
た
り「
し
ゃ
き
し
ゃ
き
」と
か「
し
ゃ
く
し
ゃ
く
」と

い
っ
た
具
合
。

　

微
妙
に
違
う
食
感
を
単
純
な
繰
り
返
し
の
音
だ
け
で
表
せ
る
の
は
、そ
れ
だ

け
日
本
人
の
食
感
覚
が
繊
細
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。家
族
や
友
人
と

食
事
を
す
る
と
き
の
会
話
に
、豊
か
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
お
互
い
の
食
感
表
現
の

違
い
を
楽
し
む
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
食
材
の
産
地
や
生
産
者
に
つ
い
て
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、こ
れ
も
会
話
に
活
か
せ
ま
す
。地
場
の
野
菜
で
あ
れ
ば

「
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
、隣
町
の
〇
〇
山
の
麓
で
採
れ
た
も
の
よ
」「
あ
あ
、景
色
の
い

い
所
だ
よ
ね
」「
朝
採
れ
だ
っ
て
」「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
る
」な
ど
と
会
話
が
弾

み
ま
す
。食
材
が
育
つ
土
地
の
風
景
や
生
産
者
の
顔
を
想
像
し
な
が
ら
の
食
事

も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、私
は
番
組
で
時
々
ダ
ジ
ャ
レ
を
つ
ぶ
や
き
ま
す
。コ
シ
ョ
ウ

4

4

4

4

を

振
っ
て
も
出
な
い
と「
故
障

4

4

し
て
る
の
か
な
？
」と
い
っ
た
調
子
。こ
れ
も
日
本

語
の
特
徴
の
一
つ
、同
音
異
義
語
が
豊
富
だ
か
ら
こ
そ
の
言
葉
遊
び
で
す
。ダ

ジ
ャ
レ
が
苦
手
な
方
も
い
る
の
で
、慎
重
に
使
用
し
よ
う
、と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
言
葉
は
料
理
を
さ
ら
に
お
い
し
く
し
て
く
れ
る「
調
味
料
」に
な
り

ま
す
。ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フォーラムエッセイ
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契
機
は
知
人
農
家
の
講
演

　

富
山
県
東
部
に
位
置
す
る
入
善
町
で

稲
作
に
取
り
組
む
有
限
会
社
米
山
農
産

で
は
、米
を
輸
出
す
る
こ
と
で
市
場
を

開
拓
し
三
年
が
た
つ
。代
表
の
米
山
義

隆
さ
ん（
五
四
歳
）が
現
在
輸
出
す
る
米

と
し
て
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、富
山

県
の
新
し
い
品
種
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
晩
生
多
収
品
種
の「
て
ん
こ
も
り
」

だ
。日
本
の
国
内
流
通
に
も
ま
だ
あ
ま

り
乗
っ
て
い
な
い
て
ん
こ
も
り
を
輸
出

す
る
こ
と
で
差
別
化
を
図
り
つ
つ
あ
る
。

　

輸
出
の
き
っ
か
け
は
、県
外
の
知
人

農
家
の
講
演
だ
っ
た
。米
山
農
産
と
同

じ
よ
う
に
稲
作
経
営
だ
が
、台
湾
を
主

な
販
路
と
し
て
、個
人
で
輸
出
に
取
り

組
ん
で
お
り
、自
分
が
輸
出
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
そ
の
意
義

に
つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
た
。

　

富
山
県
で
は
農
業
生
産
額
の
約
七

〇
％
を
米
が
占
め
て
お
り
、農
業
の
主

役
は
米
で
あ
る
。進
む
国
内
市
場
の
減

退
や
ブ
ラ
ン
ド
銘
柄
の
競
争
激
化
の
波

を
受
け
、二
〇
〇
九
年
か
ら
は
海
外
に

需
要
を
求
め
、Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て

米
の
輸
出
を
推
進
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
米
山
さ
ん
は
個
人
で
米
を

輸
出
す
る
こ
と
な
ど
夢
に
も
考
え
て
い

な
か
っ
た
が
、こ
の
講
演
を
聞
き
、個
人

で
米
を
輸
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
売
り

上
げ
増
加
の
一
つ
の
戦
略
と
し
て
有
効

な
の
で
は
な
い
か
と
、興
味
を
持
ち
始

め
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、米
山
農
産
の
水

田
で
は
課
題
を
抱
え
て
い
た
。水
田
が

荒
れ
始
め
て
い
た
の
だ
。転
作
を
繰
り

返
し
た
結
果
、水
田
が
陥
没
し
た
り
従

来
と
違
う
雑
草
が
生
え
て
き
た
り
し
て

い
た
。

　

目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
て
、先
人

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
水
田
を
荒
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
か
と
以
前
か

ら
疑
問
を
持
っ
て
い
た
米
山
さ
ん
。水

田
を
維
持
し
て
こ
の
先
も
米
作
り
を
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、先
細
る
国
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
も
、海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
目
を
向
け
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。そ
し
て
米
の
輸
出
を

始
め
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

　
台
湾
で
の
事
前
リ
サ
ー
チ

　

米
の
輸
出
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、

米
山
さ
ん
は
輸
出
先
を
ど
こ
に
す
る
か

を
模
索
し
た
。講
演
を
し
た
知
人
農
家

の
例
に
倣
い
、ま
ず
は
台
湾
に
輸
出
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、実
際
に
現
地
に
赴

い
て
市
場
調
査
を
し
た
。幸
運
に
も
、友

人
の
親
戚
が
台
湾
に
住
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、そ
の
ツ
テ
で
現
地
の
百
貨
店
や

飲
食
店
な
ど
、日
本
の
米
を
扱
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

「入善町の環境を守るために、自然と共生する農業を心が
けています」と語る

経営紹介

米作りのメーカーのプライドを
持って米の海外輸出に取り組む

富山県下新川郡入善町

　　設立●1993年
　資本金●1,000万円
事業内容●米・大豆生産販売（88ha）、農産物加工販売
　　URL●http://yoneyamanousan.jp/

有限会社米山農産
代表取締役　米山 義隆
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経営紹介

　

そ
の
結
果
、日
本
の
米
に
対
す
る
評

価
の
高
さ
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、最
初
の
輸
出
先

と
し
て
台
湾
を
選
ん
だ
。三
、四
回
台
湾

へ
の
現
地
視
察
を
し
た
頃
、現
地
を
案

内
し
て
く
れ
た
友
人
の
親
戚
が
個
人
が

輸
出
す
る
米
を
取
り
扱
う
商
社
を
見
つ

け
て
く
れ
た
。札
幌
市
に
本
社
を
置
く

日
本
産
米
の
輸
出
専
門
商
社
で
、通
常

と
は
異
な
り
、玄
米
で
輸
出
し
て
現
地

で
精
米
を
行
い
、鮮
度
の
高
い
状
態
で

各
地
に
販
売
す
る
の
が
売
り
だ
っ
た
。

そ
の
商
社
は
そ
れ
ま
で
富
山
産
の
米
を

扱
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、米
山
農

産
の
米
の
品
質
の
高
さ
に
着
目
し
て
く

れ
て
話
が
進
ん
だ
。

　

仲
間
と
も
協
力
し
て
輸
出
へ

　

米
山
さ
ん
は
当
初
、個
人
で
輸
出
を

進
め
る
つ
も
り
で
い
た
が
、輸
出
用
の

米
は
少
量
し
か
生
産
し
て
お
ら
ず
、商

社
と
の
契
約
に
当
た
っ
て
生
産
量
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
、米
山
さ
ん
と

同
じ
よ
う
に
米
の
輸
出
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
稲
作
農
家
が
近
隣
地
域
に
い
た
。

一
緒
に
輸
出
を
始
め
る
こ
と
を
持
ち
掛

け
た
と
こ
ろ
話
が
ま
と
ま
り
、共
同
輸

出
す
る
こ
と
で
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
。

　
「
共
同
」と
は
い
っ
て
も
、輸
出
は
そ

れ
ぞ
れ
の
名
義
の
た
め
、あ
く
ま
で
自

分
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
輸
出
を
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。米
作
り
農
家
と
し
て
の

作
り
手
の
想
い
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
の
転
換

　

初
め
て
輸
出
を
し
た
の
は
二
〇
一
六

年
。当
時
の
米
山
農
産
の
米
の
輸
出
量

は
四
・
五
㌧
だ
っ
た
が
、一
八
年
で
は
二

一
㌧
に
急
増
、今
年
は
三
四
㌧
を
予
定

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
は「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」を
輸
出
し
て
き
た
が
、現
在
は
て
ん

こ
も
り
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

富
山
県
内
で
は
、特
に
Ｊ
Ａ
が
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
輸
出
し
て
お
り
、て
ん
こ
も

り
を
輸
出
し
て
い
る
経
営
体
は
少
な
い
。

「
て
ん
こ
も
り
は
低
価
格
な
が
ら
質
の

良
い
米
。ね
ば
り
が
あ
っ
て
味
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
も
負
け
な
い
。台
湾
の
飲
食

店
か
ら
は
て
ん
こ
も
り
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
は
ず
」。コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
て
ん
こ
も

り
に
か
じ
を
き
っ
た
の
は
、現
地
に
何

度
も
足
を
運
び
、消
費
者
の
反
応
を
じ

か
に
確
か
め
続
け
た
米
山
さ
ん
の
経
営

判
断
だ
。

　
「
多
く
の
店
で
富
山
県
産
の
て
ん
こ

も
り
と
い
う
品
種
を
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、富
山
県
で
は
、あ
る
い
は
米
山
農

産
で
は
こ
ん
な
に
良
い
米
を
生
産
し
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。実
際
に
、今
年
も
台
湾
に
行

き
、う
ち
の
米
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る

高
級
焼
き
肉
店
や
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
飲

食
店
の
経
営
者
と
も
会
い
ま
し
た
が
、

反
応
は
上
々
で
し
た
。彼
ら
は
生
産
者

と
直
接
会
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の

で
、『
私
が
生
産
者
で
す
。自
分
で
作
っ

て
自
分
で
売
っ
て
い
ま
す
』と
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
。商
社
も
私
た
ち

が
現
地
に
同
行
す
る
こ
と
で
、一
緒
に

お
客
さ
ん
を
つ
か
め
る
の
で
と
て
も
あ

り
が
た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

と
米
山
さ
ん
は
語
る
。

　

今
年
、米
山
農
産
で
は
て
ん
こ
も
り

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

も
輸
出
す
る
予
定
だ
。既
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
サ
ン
プ
ル
を
送
っ
て
お
り
、

現
地
の
反
応
を
確
か
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
も
ま
た
足
を
運
ん
で
み
よ
う
と
思

う
。必
ず
い
け
る
は
ず
だ
」。米
山
さ
ん

は
確
信
を
持
っ
て
い
る
。

　
自
分
た
ち
は
米
を
作
る〝
メ
ー
カ
ー
〟

　

米
山
さ
ん
は
自
分
た
ち
は
た
だ
の
生

産
者
で
は
な
い
と
繰
り
返
し
言
う
。「
従

業
員
に
も
、自
分
た
ち
は
あ
く
ま
で
も

『
米
を
作
る
メ
ー
カ
ー
』で
あ
る
こ
と
を

常
に
意
識
す
る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る

ん
で
す
」。

　

こ
の
言
葉
は
、米
山
農
産
の
経
営
理

念
に
基
づ
い
た
も
の
だ
。米
山
農
産
で
は

四
つ
の
Ｓ
を
社
内
理
念
と
し
て
い
る
。四

Ｓ
と
は「
繊
細
」「
信
念
」「
信
頼
」「
社
会
貢

献
」で
米
山
さ
ん
が
社
長
に
就
任
し
て
か

ら
策
定
し
た
も
の
だ
。

　
「
メ
ー
カ
ー
の
人
間
な
の
だ
か
ら
、こ

ま
や
か
な
気
配
り
と
丁
寧
な
作
業
を
繰

り
返
し
て
作
っ
た
米
を
お
客
さ
ん
に
届

け
続
け
、実
際
に
お
客
さ
ん
と
会
っ
て
反

応
を
確
か
め
る
。お
客
さ
ん
か
ら
の
要
望

に
は
誠
実
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。お

客
さ
ん
か
ら
の
目
線
は
、僕
ら
米
山
農
産

は
も
ち
ろ
ん
、富
山
県
、あ
る
い
は
入
善

町
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
ね
」。従

業
員
と
こ
の
理
念
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
が
目
指
し
て
い
く
べ
き
農
家

の
姿
を
意
識
付
け
る
こ
と
が
目
的
だ
。

「
こ
れ
か
ら
も
輸
出
量
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
、輸
出
先
に
は
直
接
足
を
運
ん
で

反
応
を
確
か
め
ま
す
。そ
れ
が
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
営
業
だ
と
思
う
し
、何
よ
り
自

分
が
作
っ
た
米
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
る
姿
を
見
る
の
は
生
産
者
冥み

ょ
う

利り

に

尽
き
ま
す
か
ら
」。米
山
さ
ん
は
う
れ
し

そ
う
に
語
る
。

　

台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
世
界
各
地
に
米
山
農
産
の
米
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て

も
米
山
農
産
の
米
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
―
―
い
つ
か
そ
ん
な
日
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部
　
須
貝 

隆
史
）
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国
は
一
八
三
㌘
、北
朝
鮮
は
一
五
七
㌘
な
の
で
、東
ア
ジ
ア
の

中
で
も
最
下
位
。一
七
五
の
国
と
地
域
の
中
で
、日
本
は
な
ん

と
一
三
五
位
で
す
。

　

講
演
時
は
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
す
が
、「
フ
ル
ー
ツ

は
甘
い
か
ら
、食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
考
え
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
フ
ル
ー
ツ
に

は
、ビ
タ
ミ
ン
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
、他
の
食
品
に
は
少

な
い
栄
養
素
が
含
ま
れ
る
が
、糖
が
含
ま
れ
る
た
め
糖
尿
病

や
脂
肪
肝
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
恐
れ
が
あ
る
」と
し
て
、フ

ル
ー
ツ
の
食
べ
過
ぎ
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
て
い
る
医
師
も

い
ま
す
。結
果
と
し
て
、日
本
人
の
多
く
は「
フ
ル
ー
ツ
は
、お

菓
子
の
よ
う
な
嗜
好
品
で
あ
り
、せ
い
ぜ
い
お
口
直
し
の
デ

ザ
ー
ト
」く
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、フ
ル
ー
ツ
業
界
の
方
で
さ
え「
フ
ル
ー
ツ
は
食

べ
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
も
の
」と
考
え
、心
の
片
隅
に「
他
人

様
に
、食
べ
さ
せ
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
作
り
売
っ
て

い
る
」と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。ま
た
、

フ
ル
ー
ツ
は
生
も
の
な
の
で
、日
常
的
に「
早
く
売
り
切
ら
な

 

私
は
ミ
カ
ン
一
個
す
ら
売
っ
た
こ
と
が
な
い「
い
ち
消

費
者
」で
す
。し
か
し
、世
間
の
フ
ル
ー
ツ
へ
の
偏
見

を
払
い
、日
本
の
フ
ル
ー
ツ
消
費
量
を
上
げ
た
く
て
、二
〇
〇

四
年
か
ら
講
演
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
消
費
啓
発
を
続
け
て

き
ま
し
た
。一
三
年
か
ら
青
果
市
場
や
小
売
関
係
者
、一
六
年

か
ら
は
生
産
者
を
対
象
に
し
た
講
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
統
計（
二
〇
一
六
年
）に
よ
れ
ば
、日
本
人

の
フ
ル
ー
ツ
摂
取
量
は
、過
去
四
〇
年
で
半
減
し
、生
フ
ル
ー

ツ
で
日
本
人
一
人
当
た
り
一
日
八
七
㌘
、果
汁
込
み
で
も
一

〇
八
㌘
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
、国
連
機
関
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
統

計（
二
〇
一
三
年
）に
よ
れ
ば
、各
国
の
国
民
一
人
当
た
り
へ

の
フ
ル
ー
ツ
供
給
量（
摂
取
量
と
排
気
量
の
合
計
）は
、日
本

の
一
四
五
㌘
に
対
し
、ア
メ
リ
カ
は
二
八
六
㌘
、イ
ギ
リ
ス
は

三
四
九
㌘
、オ
ラ
ン
ダ
は
四
八
二
㌘
、ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は

五
五
〇
㌘
も
あ
り
ま
す
。ホ
テ
ル
な
ど
で
欧
米
人
が
朝
か
ら

フ
ル
ー
ツ
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、欧
米
で
は「
フ
ル
ー
ツ
は
毎
日
の
必
須
食
品
で
あ

る
」と
い
う
の
が
常
識
で
す
。さ
ら
に
、中
国
は
二
五
八
㌘
、韓

●
な
か
の
・
み
ず
き
●

和
歌
山
県
出
身
。京
都
大
学
卒
業(

農
学
修
士)

。

元
ア
メ
リ
カ
国
立
海
洋
大
気
庁
客
員
研
究
員
。

元
東
京
大
学
教
員(

工
学
部)

。二
〇
〇
九
年
か
ら

フ
ル
ー
ツ
中
心
に
ほ
ぼ
果
実
だ
け
の
食
実
験
を

続
け
る
。「
マ
ツ
コ
の
知
ら
な
い
世
界
」「
林
先
生

が
驚
く
初
耳
学
」な
ど
テ
レ
ビ
出
演
多
数
。

元
東
大
教
員

『
体
を
張
る
フ
ル
ー
ツ
研
究
家
』

中
野 

瑞
樹
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け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
の
仕

事
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
、中
に
は「
仕
事
以
外
で
は
見
た
く

も
な
い
か
ら
、家
で
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
は
絶
対
な
い
」

と
言
わ
れ
る
業
者
さ
ん
ま
で
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て「
い
ち
消
費
者
」に
過
ぎ
な
い
私
が
、「
健

康
の
た
め
に
も
っ
と
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
ま
し
ょ

う
！
」と
力
説
し
た
と
こ
ろ
で
、説
得
力
に
欠
き
ま
す
。そ
こ

で
フ
ル
ー
ツ
の
食
べ
過
ぎ
に
つ
い
て
、身
を
も
っ
て
調
べ
て

み
よ
う
と
思
い
立
ち
、二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
実
験
的
に
、フ

ル
ー
ツ
中
心
に
ほ
ぼ
果
実
だ
け
を
食
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
」が
常
識
な
の
で
命
が
け
で

す
。先
例
も
な
け
れ
ば
、先
生
や
師
匠
も
い
な
い
中
で
、自
分

で
栄
養
学
を
学
び
、医
学
論
文
を
精
査
し
、健
康
診
断
に
も
留

意
し
な
が
ら
、試
行
錯
誤
で
続
け
て
い
ま
す
。一
見
す
る
と
非

常
識
な
た
め
、こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
な
い
批
判
を
受
け
て
き

ま
し
た
。ま
た
業
界
関
係
者
か
ら
も
し
ば
し
ば
鼻
で
笑
わ
れ

ま
す
。し
か
し
、最
近
で
は
、私
の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
が
研
究
者

か
ら
も
注
目
さ
れ
、ま
た
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、数
多
く

の
取
材
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
連
機
関
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
〇
三
年
、「
が
ん
、糖
尿
病
、腎
臓

病
、肥
満
の
予
防
の
た
め
に
、フ
ル
ー
ツ
と
野
菜（
ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
デ
ン
プ
ン
性
野
菜
を
除
く
）を
毎
日
合
計
四
〇
〇
㌘

以
上
食
べ
る
よ
う
に
」勧
告
し
て
い
ま
す
。フ
ル
ー
ツ
が
苦
手

な
方
は
野
菜
を
し
っ
か
り
と
、野
菜
が
苦
手
な
方
は
フ
ル
ー

ツ
を
し
っ
か
り
と
、と
い
う
こ
と
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
保
健

福
祉
省
が
毎
食
四
分
の
一
程
度
は
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
よ
う

に
、イ
ギ
リ
ス
で
は
公
衆
衛
生
庁
が
主
食
で
あ
る
デ
ン
プ
ン

食
品
と
同
じ
か
、そ
れ
以
上
の
フ
ル
ー
ツ
と
野
菜
を
合
計
四

〇
〇
㌘
以
上
食
べ
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
つ
い
、医
師
な
ど
の
権
威
あ
る
人
の
言
葉
を
、疑

う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、医
療

関
係
者
で
あ
っ
て
も
フ
ル
ー
ツ
健
康
学
を
専
門
的
に
修
め
た

人
は
い
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、医
学
部
に
も
看
護
学
校
に
も
栄

養
学
校
に
も
、フ
ル
ー
ツ
健
康
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在

し
な
い
か
ら
で
す
。そ
の
た
め
、テ
レ
ビ
番
組
や
病
院
な
ど

で
、フ
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
誤
っ
た
健
康
情
報
を
、堂
々
と
発
信

し
て
し
ま
う
医
師
も
存
在
し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、直
接
不

利
益
を
被
る
は
ず
の
フ
ル
ー
ツ
業
界
自
体
が
、組
織
だ
っ
た

抗
議
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
誌
読
者
の
皆
様
は
、各
国
の
公
的
機
関
が
勧
め
る
よ
う

に
、健
康
の
た
め
に
、野
菜
だ
け
で
な
く
、フ
ル
ー
ツ
も
毎
日

し
っ
か
り
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

10
年
間
、ほ
ぼ
果
実
だ
け
の
食
生
活 

命
が
け
で
偏
見
と
た
た
か
う
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小
ネ
ギ
農
家
を
継
い
で
す
ぐ
、農
作
業

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、

散
水
管
理
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
り
、ハ
ウ
ス
の
改
造
な
ど
で

作
業
を
飛
躍
的
に
効
率
化
。規
格
外
品
を

活
用
す
る
た
め
カ
ッ
ト
ネ
ギ
を
開
発
し

て
収
益
を
向
上
さ
せ
た
。日
持
ち
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
開
発
し
た
乾
燥
ネ
ギ

は
、さ
ま
ざ
ま
な
六
次
化
商
品
に
つ
な
が

り
、ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
広
げ
て
い
る
。

　
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
ず
改
革

―
―
変
化
を
恐
れ
な
い
経
営
を
実
践
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

前
田　
確
か
に
、振
り
返
る
と
変
化
の
連

続
で
す
ね
。経
営
を
継
い
で
最
初
に
挑
戦

し
た
の
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
で
し
た
。私

は
長
男
で
す
が
当
初
、農
業
を
継
ぐ
つ
も

り
は
な
く
、商
業
高
校
を
出
て
か
ら
地
元

の
信
用
金
庫
に
一
〇
年
間
勤
め
ま
し
た
。三

一
年
前
、親
父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
家
業
の
小
ネ
ギ
生
産
を
継
ぎ
ま

し
た
。農
業
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
し
た
。小
ネ
ギ
は
ハ
ウ
ス
の
中
で
種

を
ま
い
て
育
て
る
の
で
す
が
、栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
は
土
の
水
分
管
理
に
あ
り
ま
す
。

親
父
に
聞
く
と
、畑
の
土
を
握
っ
た
感
触

と
、気
象
予
報
を
見
て
、水
を
ま
く
量
を

決
め
る
、と
言
う
の
で
す
。経
験
豊
か
な

親
父
に
は
分
か
る
だ
ろ
う
け
ど
、農
業
を

継
い
だ
ば
か
り
の
私
に
は
、土
を
握
っ
た

っ
て
分
か
ら
な
い
。

　

信
金
時
代
、仕
事
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、プ
ロ
の
農
業
者

で
な
く
て
も
水
を
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
量

が
分
か
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

―
―
篤
農
家
の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
見
え
る

化
す
る
の
は
、リ
タ
イ
ア
す
る
高
齢
者
が

増
え
る
日
本
農
業
の
課
題
で
す
か
ら
先
取

り
の
考
え
で
す
ね
。

前
田　
信
金
に
勤
め
て
い
て
、農
業
の
勉

強
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、先
入
観
や

固
定
観
念
に
縛
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

か
え
っ
て
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

水
や
り
は
、現
在
、水
分
セ
ン
サ
ー
で

管
理
し
て
い
る
の
で
す
が
、完
全
に
自
動

化
で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
で
き

て
い
な
い
。今
後
の
課
題
で
す
。

―
―
先
代
に
反
対
さ
れ
た
改
革
も
あ
っ
た

と
か
。

前
田　
こ
の
地
区
で
小
ネ
ギ
の
生
産
を
本

格
的
に
始
め
た
の
は
親
父
が
最
初
で
、小

ネ
ギ
の
生
産
に
化
学
肥
料
は
使
わ
ず
、堆

肥
で
の
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。ハ
ウ
ス
の
中
の
畑
に
堆
肥
を
大
量
に

投
入
す
る
の
で
す
が
、親
父
は
軽
ト
ラ
に

積
ん
だ
堆
肥
を
、ハ
ウ
ス
の
入
り
口
で
一

輪
車
に
積
み
替
え
、散
布
、投
入
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、そ
れ
を
歩
行
式
の
小

さ
な
耕
運
機
で
土
中
に
す
き
込
む
の
で
す
。

　

か
な
り
の
重
労
働
で
、小
さ
な
ハ
ウ
ス

一
棟
で
も
一
日
仕
事
で
し
た
の
で
、私
は

な
ん
と
か
効
率
化
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。ハ
ウ
ス
の
入
り
口
を
広
げ
て
、堆

肥
を
積
ん
だ
軽
ト
ラ
が
畑
の
中
に
入
れ
る

よ
う
に
改
造
し
、ト
ラ
ク
タ
ー
を
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
れ
て
、一
気
に
す
き
込
む
こ
と

を
提
案
し
た
ん
で
す
が
、親
父
か
ら
強
く

反
対
さ
れ
ま
し
て
。親
父
は
軽
ト
ラ
や
ト

ラ
ク
タ
ー
が
土
を
踏
み
つ
け
て
小
ネ
ギ
が

う
ま
く
育
た
な
い
、と
言
う
。私
の
提
案
は

常
識
外
れ
と
映
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。最
初

に
一
つ
の
ハ
ウ
ス
で
試
し
に
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
結
果
、親
父
が
心
配
す
る
よ
う
な

こ
と
は
起
き
な
か
っ
た
。こ
の
方
法
だ
と

小
ネ
ギ
の
規
格
外
品
を
加
工
し
収
益
向
上

六
次
化
商
品
が
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
広
げ
る

前
田 

清
浩
さ
ん

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り

佐
賀
県
伊
万
里
市

有
限
会
社
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
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変革は人にあり

半
日
足
ら
ず
で
終
わ
る
し
、と
も
か
く
作

業
が
楽
で
す
。従
業
員
も
き
ち
ん
と
休
み

を
取
れ
ま
す
。後
に
親
父
も
認
め
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
で
は
、二
・
六
㌶
、七
〇
棟
の
ハ
ウ
ス

を
従
業
員
四
人
で
生
産
管
理
を
し
て
い
ま

す
。小
ネ
ギ
の
収
穫
は
手
で
引
き
抜
く
し
か

な
い
の
で
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
手
伝

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、効
率
的
な
経
営

が
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
有
利
販
売
が
で
き
て
い
ま
す
が
、ど

ん
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

前
田　
農
協
に
小
ね
ぎ
生
産
部
会
が
で
き

る
前
か
ら
、親
父
は
青
果
市
場
に
直
接
出

荷
を
し
て
い
ま
し
た
。土
づ
く
り
に
こ
だ

わ
り
生
産
し
た
う・

・ち
の
小
ネ
ギ
は
、香
り

が
良
く
日
持
ち
も
す
る
な
ど
品
質
の
良
さ

が
評
価
さ
れ
、市
場
で
高
く
売
れ
て
有
利

販
売
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
九
七
年
、
私
が
三
六
歳
の
時
に
、

県
主
催
の「
さ
が
農
業
逸
品
づ
く
り
名
人
」

の
小
ね
ぎ
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。「
ね

ぎ
名
人
」
を
名
乗
れ
る
の
も
、
土
づ
く
り

に
努
力
し
、
香
り
豊
か
な
小
ネ
ギ
を
生
産

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後「
香
ね
ぎ
」

の
名
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま
し
た
。

　
「
香
ね
ぎ
」は
青
果
市
場
に
直
接
出
荷

し
て
い
ま
し
た
が
、信
金
勤
め
の
経
験
を

生
か
し
て
福
岡
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
直
接

売
り
込
み
ま
し
た
。消
費
者
の
評
判
が
よ

く
、継
続
的
な
取
引
に
発
展
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、ス
ー
パ
ー
な
ど
と
の
直
接
取
引

の
比
率
は
徐
々
に
高
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。値
決
め
に
当
方
の
希
望
が
反
映
さ
れ

ま
す
か
ら
、青
果
市
場
に
出
荷
す
る
よ
り

収
益
は
ず
っ
と
良
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　
渡
り
に
船
の
カ
ッ
ト
ネ
ギ

―
―
今
で
は
、カ
ッ
ト
ネ
ギ
が
売
り
上
げ
の

小ネギ栽培のハウスで、前田清浩さん（左）と長男の修造さん

ま
え
だ 

き
よ
ひ
ろ
　
　

一
九
六
〇
年
佐
賀
県
伊
万
里
市
生
ま
れ
。五
九
歳
。

佐
賀
県
立
伊
万
里
商
業
高
校
卒
業
。伊
万
里
信

用
金
庫
に
就
職
。二
八
歳
で
小
ネ
ギ
農
業
を
継

ぐ
。九
七
年
、「
さ
が
農
業
逸
品
づ
く
り
名
人（
小

ね
ぎ
部
門
）」を
受
賞
し「
ね
ぎ
名
人
」に
。二
〇

一
六
年
に
加
工
部
門
を
分
社
化
し「
伊
万
里
ア
グ

リ
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
」を
設
立
。佐
賀
県
農
業

法
人
協
会
副
会
長
、伊
万
里
信
用
金
庫
非
常
勤

理
事
。

Profile

有
限
会
社
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

小
ネ
ギ
栽
培
専
業
で
一
九
九
一
年
有
限
会
社

に
。本
社
・
佐
賀
県
伊
万
里
市
。前
田
清
浩
代

表
取
締
役
。資
本
金
一
九
五
〇
万
円
。二・
六
㌶

に
ハ
ウ
ス
七
〇
棟
。売
上
高
一
億
六
〇
〇
〇
万

円
。従
業
員
は
社
員
一
六
人
と
パ
ー
ト
従
業

員
、ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
約
三
〇
人
。二
〇
〇

三
年
か
ら
カ
ッ
ト
ネ
ギ
事
業
を
開
始
。〇
九
年

以
降「
伊
万
里
香
ね
ぎ
」ブ
ラ
ン
ド
で
、乾
燥

ネ
ギ
、ス
ー
プ
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
加
工
品

を
順
次
販
売
。

Data

主
流
だ
と
か
。カ
ッ
ト
ネ
ギ
に
乗
り
出
し
た

き
っ
か
け
は
？

前
田　
二
〇
〇
三
年
、直
接
取
引
の
ス
ー

パ
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ヒ
ン
ト
を
く
れ
ま

し
た
。カ
ッ
ト
野
菜
専
門
の
店
が
あ
る
と

教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。そ
れ
ま
で
、小
ネ

ギ
は
小
さ
な
束
に
し
て
透
明
の
袋
に
入
れ
、

「
袋
ね
ぎ
」と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

外
側
の
葉
を
剝
ぎ
、収
穫
時
に
根
元
が
切

れ
た
も
の
は
規
格
外
品
に
な
る
。根
元
が

な
い
だ
け
で
、品
質
に
問
題
な
い
の
に
も

っ
た
い
な
い
な
あ
、と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

小
ネ
ギ
は
刻
ん
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
細
く
刻
ん
だ
カ
ッ
ト
ネ

ギ
に
は
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
る
。
ま

た
根
元
の
切
れ
た
規
格
外
品
も
カ
ッ
ト

野
菜
の
立
派
な
原
料
に
な
る
。
袋
ネ
ギ
と

も
競
合
し
な
い
。

　

試
し
に
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
た
ら
、
す

ご
く
評
判
が
い
い
。
今
で
は
全
売
上
高
の

約
七
〇
％
が
カ
ッ
ト
ネ
ギ
で
す
。
袋
ネ
ギ

は
、
今
や
一
五
％
を
切
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
残
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
の
原
料

と
し
て
使
用
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

―
―
規
格
外
品
が
大
量
に
出
る
の
は
、
経

営
上
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
そ
れ
を
製
品
化

し
て
商
品
に
で
き
れ
ば
、
経
営
に
は
大
き

な
プ
ラ
ス
で
す
。

前
田　
処
理
に
悩
ん
で
い
た
規
格
外
品
を
、

売
れ
筋
の
商
品
に
で
き
た
こ
と
で
、飛
躍

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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変革は人にあり

―
―
今
で
は
乾
燥
ネ
ギ
に
も
乗
り
出
し
て

い
ま
す
ね
。

前
田　
課
題
の
解
決
が
新
し
い
展
望
を
切

り
開
い
て
く
れ
る
の
だ
な
と
、つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。

カ
ッ
ト
ネ
ギ
は
生
鮮
野
菜
で
す
か
ら
、

賞
味
期
限
は
短
い
と
い
う
課
題
が
つ
い
て

回
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
乾
燥
野
菜
を
作

っ
て
い
る
農
業
法
人
と
出
会
い
、
試
し
に

カ
ッ
ト
ネ
ギ
を
乾
燥
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

温
風
乾
燥
し
た
カ
ッ
ト
ネ
ギ
を
お
湯
に
戻

す
と
、
生
の
カ
ッ
ト
ネ
ギ
と
形
状
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
輸
入
物
と
比
べ
て
香

り
も
品
質
も
良
か
っ
た
の
で
す
。

　

乾
燥
ネ
ギ
に
す
る
こ
と
で
、
賞
味
期
限

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乾
燥
ネ
ギ
は
生
鮮

ネ
ギ
と
は
全
く
違
う
市
場
を
切
り
開
い
て

く
れ
た
の
で
す
。

　

乾
燥
ネ
ギ
か
ら
加
工
品
開
発

―
―
全
く
違
う
市
場
、で
す
か
。

前
田　
二
〇
〇
九
年
に「
伊
万
里
香
ね
ぎ
」

の
名
で
乾
燥
ネ
ギ
を
売
り
出
し
た
後
、乾

燥
ネ
ギ
と
塩
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
二
種
類
の

「
ね
ぎ
塩
」を
開
発
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

小
ネ
ギ
は
ス
ー
プ
に
入
れ
る
と
お
い
し
い

の
で「
伊
万
里
香
ね
ぎ
ス
ー
プ
」、ふ
り
か

け
に
し
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
で「
伊

万
里
香
ね
ぎ
ご
ま
塩
ふ
り
か
け
」と
、ど

ん
ど
ん
新
商
品
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

―
―
加
工
食
品
と
い
う
六
次
産
業
化
に
乗

り
出
す
と
、ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

前
田　
農
業
の
六
次
産
業
化
は
、農
業
者

に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。規
格
外
ま
で
活
用

で
き
る
の
で
、収
益
が
格
段
に
良
く
な
る
。

加
工
食
品
な
の
で
、保
存
が
き
き
、流
通
面

で
の
制
約
が
少
な
い
。安
い
外
国
産
が
出

回
っ
て
い
ま
す
が
、国
産
は
品
質
面
で
十

分
競
争
で
き
ま
す
。

―
―
生
の
袋
ネ
ギ
だ
け
で
な
く
、
乾
燥
ネ

ギ
、
そ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
ま
で
手

掛
け
る
と
、
原
料
の
ネ
ギ
が
足
り
な
く
な

り
ま
せ
ん
か
。

前
田　
そ
う
な
ん
で
す
。小
ネ
ギ
の
栽
培

は
、種
を
ま
い
て
か
ら
収
穫
ま
で
、暖
か

い
季
節
は
約
二
カ
月
、寒
い
季
節
に
は

三
〜
四
カ
月
か
か
り
、平
均
し
て
年
に

三
・
五
作
で
き
ま
す
。今
は
二
・
六
㌶
の
ハ

ウ
ス
七
〇
棟
で
、周
年
栽
培
で
お
正
月
の

元
旦
と
二
日
を
除
い
て
、毎
日
出
荷
し
て

い
ま
す
が
、自
社
農
場
産
だ
け
で
は
足
り

ま
せ
ん
。

―
―
ど
の
よ
う
に
対
応
を
。

前
田　
自
社
生
産
の
割
合
は
約
七
割
、足

り
な
い
約
三
割
は
、特
定
の
近
隣
小
ネ
ギ

農
家
か
ら
農
協
を
経
由
し
て
仕
入
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
栽
培
履
歴
や
品
質
管
理

は
し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自
社
の
栽
培
面
積
を
増
や
す
こ
と
も
必
要

で
す
が
、地
域
の
小
ネ
ギ
農
業
の
発
展
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、引
き

続
き
一
定
量
は
近
隣
農
家
か
ら
仕
入
れ
ま

す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
工
場

―
―
加
工
部
門
を
分
社
化
し
ま
し
た
ね
。

前
田　
以
前
は
倉
庫
の
よ
う
な
作
業
場
を

改
造
し
て
ネ
ギ
を
刻
む
機
械
や
加
工
室
を

置
い
て
い
た
の
で
す
が
、需
要
が
増
え
そ

れ
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。し

か
も
、衛
生
面
で
の
品
質
管
理
も
求
め
ら

れ
る
の
で
、国
際
的
な
食
品
衛
生
管
理
の

基
準
に
適
合
し
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
工

場
を
建
て
、加
工
部
門
を
担
う「
伊
万
里

ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
」を
設
立
、二

〇
一
七
年
四
月
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た

栽
培
か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し
て
自
社
生

産
で
き
る
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

―
―
将
来
は
ど
ん
な
夢
を
抱
い
て
い
る
の

で
す
か
。

前
田　
九
州
か
ら
関
西
、そ
し
て
今
は
関

東
を
中
心
に
全
国
へ
う
ち
の
商
品
が
売
ら

れ
て
い
ま
す
。販
売
エ
リ
ア
を
さ
ら
に
広

げ
、販
路
拡
大
を
図
り
た
い
で
す
。

将
来
は
海
外
市
場
も
狙
い
た
い
で
す

ね
。海
外
で
は
日
本
食
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
、

小
ネ
ギ
の
需
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
欧

州
市
場
に
も
、日
本
の
小
ネ
ギ
に
似
た
野

菜
が
あ
る
そ
う
で
す
。
乾
燥
ネ
ギ
で
し
た

ら
輸
出
も
可
能
で
す
。
幸
い
、長
男
の
修

造（
二
六
歳
）と
長
女
の
真
菜（
三
一
歳
）

が
後
を
継
い
で
く
れ
る
の
で
、
彼
ら
が
や

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

―
―
「
伊
万
里
梨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
も
参

加
し
て
い
ま
す
ね
。

前
田　
焼
き
物
の
伊
万
里
焼
で
有
名
な
伊

万
里
で
す
が
、実
は
ナ
シ
の
栽
培
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。傷
が
つ
く
な
ど
の
規
格
外

品
の
ナ
シ
を
活
用
し
て
加
工
品
が
で
き
な

い
か
と
伊
万
里
市
農
協
と
相
談
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

商
品
化
の
た
め
の
乾
燥
技
術
を
持
つ
こ

と
か
ら
、協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
ナ
シ
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
皮
付
き
の
ま

ま
乾
燥
さ
せ
る
と
、優
し
い
甘
み
の
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
う
ち

の
販
売
ル
ー
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
協
が
中
心
に
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、ナ
シ
を
使
っ
た
梨
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
や
梨
カ
レ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
販
売
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
の
農
産
物
を
全
国
に
発
信
し
て

い
こ
う
と
い
う
農
協
や
観
光
協
会
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。伊

万
里
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

の
で
、私
と
し
て
も
地
域
経
済
発
展
の
お

役
に
立
ち
た
い
の
で
す
。　
　
　
　

    

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
村
田 

泰
夫
）
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冷
凍
加
工
用
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
収
穫
機
の
開
発

は
、宮
崎
県
小
林
市
の
農
業
生
産
法
人
有
限

会
社
四
位
農
園
の
四
位
廣
文
さ
ん
の
発
想
が
契
機
と

な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、わ
が
国
で
は
年
間
約
二
〇
万

㌧
生
産
さ
れ
る
重
要
な
野
菜
で
す
。そ
し
て
、こ
れ

に
加
え
て
、冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
年
間
約
四
万
㌧

輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、大
部
分
が
中
国
か
ら
の

安
価
な
も
の
で
、外
食
産
業
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。一
方
、安
心
・
安
全
志
向

の
強
い
学
校
な
ど
の
給
食
事
業
者

か
ら
は
国
産
の
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
に
対
し
て
強
い
需
要
が
あ
り
ま

す
。

　

国
内
で
の
冷
凍
加
工
用
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
生
産
は
、安
価
な
中
国

産
と
の
競
争
に
な
り
ま
す
の
で
、

生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。特
に
、生
産
に
お
け
る

労
働
時
間
の
六
～
八
割
を
占
め
て

い
る
収
穫
作
業
の
省
力
化
が
課
題
に
な
り
ま
す
が
、

生
産
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
機
械
化
な
ど
の
取
り
組

み
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

四
位
さ
ん
は
主
に
ゴ
ボ
ウ
や
サ
ト
イ
モ
を
栽
培
す

る
農
業
者
で
し
た
が
、事
業
の
拡
大
を
図
り
、野
菜

の
集
荷
販
売
も
手
掛
け
、中
国
産
野
菜
の
輸
入
に
も

関
係
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
国
へ
視
察
に
出
掛
け
た
際
、中
国
産
野
菜
の
安

全
性
に
疑
問
を
抱
き
、国
内
で
の
食
の
安
心
・
安
全

志
向
の
高
ま
り
か
ら
国
産
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
需

要
が
増
え
る
と
予
想
し
ま
し
た
。そ
し
て
規
模
拡
大

も
視
野
に
入
れ
機
械
収
穫
に
よ
る
冷
凍
加
工
用
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
国
内
生
産
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

草
丈
が
二
五
～
三
〇
㌢
メ
ー
ト
ル
で
収
穫
さ
れ

る
生
食
用
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
は
異
な
り
、冷

凍
加
工
用
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、草
丈
が
四
〇
㌢
メ
ー

ト
ル
程
度
の
大
き
さ
に
生
育
さ
せ
、収
穫
後
に
四
㌢

メ
ー
ト
ル
程
度
に
細
断
さ
れ
ま
す
。葉
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
も
加
工
に
は
問
題
な
い
た
め
、茶
の
収
穫

と
同
様
に
刈
り
取
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
、当
時
、茶
の
収
穫
機
な
ど
を
開

発
し
て
い
た
鹿
児
島
県
の
松
元
機

工
株
式
会
社
に
収
穫
機
開
発
の
話

を
持
ち
込
ん
だ
の
が
始
ま
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、四
位
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
を
基
に
試
作
機
が
出
来
上
が

り
、翌
年
に
は
試
運
転
が
開
始
さ
れ
、

〇
五
年
に
完
成
。「
野
菜
収
穫
機
」

と
い
う
名
称
で
実
用
化
さ
れ
ま
し

た
。乗
用
型
の
こ
の
収
穫
機
は
、バ

リ
カ
ン
状
の
刃
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
株
元
か
ら
五
㌢

メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
で
刈
り
取
り
、ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ヤ
ー
で
後
方
の
鉄
製
コ
ン
テ
ナ
に
送
る
仕
組
み
の

も
の
で
、一
〇
㌃
当
た
り
二
時
間
程
度
で
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、四
位
さ
ん
は
こ
の
収
穫

機
に
つ
い
て
意
匠
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
機
に
よ
り
冷
凍
加
工
用
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生

産
者
も
増
え
、現
在
、こ
の
収
穫
機
は
、宮
崎
県
内
を

中
心
と
し
て
南
九
州
地
域
の
冷
凍
加
工
用
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
大
規
模
産
地
に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Profile

よしおか ひろし
1948年京都府生まれ。弘前大学大学院農学研究科

（修士課程）修了後、農林省野菜試験場入省。農林水
産技術会議事務局研究調査官、（独）農研機構野菜
茶業研究所所長、（社）日本施設園芸協会常務理事
などを経て、2012年10月から現職。専門は野菜の
栽培生理。農学博士、技術士（農業部門）。

冷凍加工用ホウレンソウの収穫（写真提供：四位廣文氏）

農業者が開発した収穫機
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

吉岡 宏
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ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
た
ち
四
～
六
人
が
当
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
で
三
カ
月
間
共
同
生
活
を

し
な
が
ら
、森
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。二
〇
〇

九
年
の
団
体
設
立
時
か
ら
現
在
ま
で
一
九
回
実
施
し
、

七
七
人
の
若
者
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
力
を
原
動
力
に
、例
え
ば
、日
帰
り
や
週
末
だ

け
な
ど
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
運
営
や
、里
山
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
、多
様
な
活
動
に

日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、年
間
延

べ
二
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
、年
間
約
一
〇
㌶
の
里
山
と
四

㌶
の
竹
林
の
整
備
を
し
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後

参
加
者
の
う
ち
六
人
が
栃
木
県
に
移
住
、外
国
人
メ
ン

バ
ー
も
含
め
二
一
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
木
を
植
え
る
人
に
な
り
た
い

　

私
は
、高
校
生
の
終
わ
り
ご
ろ
環
境
問
題
に
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。将
来
は
砂
漠
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に

木
を
植
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
立
ち
、大
学
で
は

林
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。日
本
の
森
林
の
危
機
的
な
状

況
や
、世
界
の
森
と
日
本
の
森
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
、市
場
原
理
だ
け
で
は
豊
か
な
森
林
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
現
状
を
知
る
に
つ
れ
、日
本

の
森
林
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。豊
か
な
森
林
を
守
り
、活
か
し
て

い
く
た
め
に
は
、林
業
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、日
々
の

暮
ら
し
に
森
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
市
民
が
少
し
ず
つ

森
に
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、市
民

参
加
の
森
づ
く
り
の
可
能
性
を
探
り
始
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
体
験
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に
市

民
の
力
で
よ
い
森
を
つ
く
る
た
め
に
成
果
を
上
げ
て
い

け
る
よ
う
な
方
法
は
あ
る
だ
ろ
う
か
―
―
、そ
ん
な
疑

問
を
持
っ
た
の
が
大
学
生
の
終
わ
り
ご
ろ
で
し
た
。日

本
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
り
組
み
を
調

べ
、一
つ
の
具
体
例
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
れ
が
ア
メ
リ

カ
の「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」

で
し
た
。「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
、実
際
に

参
加
し
て
み
よ
う
」と
決
意
し
、大
学
を
卒
業
し
た
年
に

ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
る「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
年
間
一
〇
㌶
の
里
山
と
四
㌶
の
竹
林

　

私
た
ち
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
チ
ギ
環
境
未
来
基
地
は
、若

者
が
主
体
の
森
づ
く
り
団
体
で
す
。活
動
の
拠
点
と
な

る
事
務
所
兼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
は
、益
子
焼
で
有

名
な
栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
に
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は

人
手
不
足
、利
用
機
会
の
減
少
な
ど
の
理
由
に
よ
り
手

入
れ
が
で
き
ず
荒
れ
た
里
山
、森
林
が
増
加
し
て
い
ま

す
。そ
の
整
備
を
若
者
た
ち
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
使
命
は
、環
境
保
全
活
動
の
実
践
と
次
の
時

代
を
担
う
若
者
の
育
成
で
す
。参
加
す
る
若
者
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、体
を
使
っ
て
考
え
、新
た
な

出
会
い
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
、次
の
時
代
や
地
域
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
に
育
つ
と
信
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
Ｔトｏ
ｃ

チｈ
ｉ

ｇ
ギｉ 

Ｃコ

ン

サ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ
コ

ア

ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」と

い
う
若
者
の
チ
ー
ム
に
よ
る
三
カ
月
間
滞
在
型
の
森
づ

く
り
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。全
国
各
地
、ア
ジ
ア

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、台
湾
な
ど
）か
ら
集

ま
ち
づ
く
り
　む

らづ
くり　まちづくり　

む
ら
づ
く
りドットコム

.com
ま

ちづくり　むらづく
り

日
本
の
地
域
、環
境
を
支
え
る
若
者
パ
ワ
ー

森
を
つ
く
り
、若
者
の
未
来
を
つ
く
る

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
チ
ギ
環
境
未
来
基
地 

代
表
理
事

塚
本 

竜
也
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ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
Ｅア

ー

ス

ａ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｃ
コ

ア

ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」と
い
う
団
体
が
主
催

す
る
環
境
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
六
カ
月
間
参
加
し
、ア

メ
リ
カ
や
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
若
者
た
ち
約
三
〇
人
と

シ
ア
ト
ル
の
森
林
や
自
然
を
守
る
、あ
る
い
は
再
生
す

る
た
め
の
活
動
を
毎
日
行
い
ま
し
た
。例
え
ば
自
然
公

園
内
の
遊
歩
道
の
整
備
、は
げ
山
で
の
植
林
作
業
、帰
化

植
物
の
除
去
、環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
な
ど
活

動
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。ま
た
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
が
近
づ
く
こ
ろ
に
は
、こ
の
活
動
が

本
当
に
楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に

興
味
は
深
ま
り
、「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ

ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」の
社
会
的
な
背
景
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置

付
け
、若
者
た
ち
の
参
加
の
動
機
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
調
べ
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
な
、

と
二
つ
の
点
で
思
い
ま
し
た
。

　
将
来
を
開
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
つ
は
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
際
に
ア
メ
リ
カ
の

自
然
を
守
り
再
生
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」

に
は
毎
年
約
二
万
四
〇
〇
〇
人
の
ア
メ
リ
カ
の
若
者
が

参
加
し
て
い
ま
す
。最
初
は
素
人
で
も
九
～
一
二
カ
月

の
参
加
期
間
に
、作
業
技
術
も
上
達
し
て
い
き
ま
す
。若

者
の
力
が
二
万
四
〇
〇
〇
人
分
も
集
ま
る
と
、と
て
も

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。年
間
二
百
三
三
万
六
七
二
五

本
の
木
を
植
え
た
、四
七
〇
三
カ
所
の
自
然
公
園
を
つ

く
っ
た
、な
ど
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、参
加
し
た
若
者
た
ち
は
活
動
を
や
り

遂
げ
る
と
大
学
に
行
く
た
め
の
給
付
型
奨
学
金
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
制
度
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
で
す
。格

差
社
会
の
ア
メ
リ
カ
で
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
大
学

進
学
を
諦
め
る
人
も
い
ま
す
が
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
一
年
間
地
域
の
た
め
に
頑
張
る
と
、大
学
進

学
の
道
を
つ
か
み
、将
来
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。努
力
が
き
ち
ん
と
社
会
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る

こ
と
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
な
た
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た

　

こ
れ
を
日
本
で
つ
く
り
た
い
、と
想
い
を
強
く
し
帰

国
、東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
き
な
が
ら
全
国
各
地
の
森
づ

く
り
活
動
や
地
域
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
し
た
の
ち
、二
〇
〇
九
年
、栃

profile
ＮＰＯ法人トチギ環境未来基地

上：竹の間伐作業中。女性も一緒に力仕事に取り組む
下：作業後に「とちまるくん」と。幅広い年代が参加

2009年設立。栃木県芳賀郡益
子町を拠点に、若者たちとと
もに荒れた里山や竹林の整備
を行う。米国の「Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏ
ｎ Ｃｏｒｐｓ（コンサベーション　
コア）」をモデルとした若者の
チームによる３カ月間の滞在
型森づくりプログラムなどを
実施。プログラムに参加した
若者たちのその後の活躍も大
きな成果となっている。17年

「オーライ！ニッポン大賞」グ
ランプリを受賞。

塚本 竜也　つかもと たつや

1976年愛知県生まれ。大学で
は森林資源を専攻。卒業後、米
国のシアトルの環境NPOで半
年間の研修に参加。帰国後、
NPO法人NICE（日本国際ワー
クキャンプセンター）に入職、
2004年～09年は事務局長を務
める。09年トチギ環境未来基地
を設立。NPO法人日本環境保
全ボランティアネットワーク
理事、一般社団法人栃木県若
年者支援機構副理事長などを
兼任。『よみがえれ里山、里地、
里海』（共著、築地書館）
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し
ま
す
。週
に
一
日
は
学
習
の
日
と
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ

い
て
、里
山
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。

　

日
々
、規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
す
。朝
七
時
に
は
起

床
し
、活
動
現
場
で
九
時
半
か
ら
一
五
時
く
ら
い
ま
で

作
業
を
し
ま
す
。そ
の
後
事
務
所
に
戻
り
、道
具
の
片
付

け
や
活
動
の
振
り
返
り
を
し
ま
す
。食
事
は
自
炊
で
す
。

朝
食
と
現
場
に
持
参
す
る
お
弁
当
は
各
々
で
、夕
食
は

食
事
当
番
が
作
り
、み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。夜
は
自
由
時

間
で
思
い
思
い
に
過
ご
し
た
り
語
り
合
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
毎
日
を
積
み
重
ね
る
三
カ
月
間
で
す
。

　

活
動
を
行
っ
て
い
る
里
山
、森
林
の
現
場
は
、栃
木
県

内
に
七
カ
所
あ
り
ま
す
。例
え
ば
事
務
所
の
隣
町
の
市

貝
町
に
あ
る
、廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
裏
の
森
を
、学

童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
森
に
整
備
し
て
い
ま

す
。ま
た
茂
木
町
で
は
、幼
稚
園
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る

森
、清
流
那
珂
川
に
つ
な
が
る
支
流
周
辺
の
竹
林
の
整

備
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。地
域
の
方
か
ら
相
談
、依
頼
を

受
け
、若
者
た
ち
と
計
画
策
定
か
ら
作
業
実
施
ま
で
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
進
行
中
の
取
り
組
み
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、で
き
る
限
り
作
業
の
面
積
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。若
者
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で

手
入
れ
が
必
要
な
里
山
や
森
林
の
手
入
れ
を
ど
こ
ま
で

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、そ
の
最
大
の
可
能
性
を
追

求
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、初
め
て
こ
う
し
た
活
動
に

参
加
す
る
人
も
多
い
の
で
、安
全
第
一
で
チ
ェ
ン
ソ
ー

や
刈
払
機
な
ど
は
使
い
ま
せ
ん
。ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
で

す
が
手
作
業
で
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
、年
々
面
積

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

 

二
つ
目
は
、里
山
や
森
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
人

た
ち
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
大
切
な
役

割
の
一
つ
は
、里
山
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
人
が
誰
で

も
参
加
で
き
る
機
会
の
創
出
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運

営
側
の
工
夫
で
参
加
で
き
る
幅
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、若
者
支
援
団
体
を
利
用
す
る
若
者
た
ち
、親

子
、企
業
の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
多
様
な
人
た
ち
が
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、里
山
の
整
備
だ
け
で
な
く
、里
山
を
活
用

し
、里
山
に
現
代
的
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

で
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
の
反
省
で
も
あ
り
ま
す

が
、整
備
を
し
て
も
し
ば
ら
く
放
置
し
て
し
ま
う
と
ま

た
元
の
荒
れ
た
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。整
備
を
継
続
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は

そ
の
動
機
が
必
要
で
す
。一
度
整
備
し
た
里
山
が
有
用

に
活
用
さ
れ
れ
ば
毎
年
手
入
れ
が
行
わ
れ
ま
す
。里
山

に
新
し
い
役
割
を
つ
く
る
こ
と
、例
え
ば
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
楽
し
め
る
里
山
や
、障
が
い
の
あ
る
人
で
も

楽
し
め
る
里
山
づ
く
り
、お
年
寄
り
が
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
散
策
で
き
る
里
山
づ
く
り
な
ど
を
整
備
と
セ
ッ

ト
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、試
行
錯
誤
は
続
く
で
し
ょ
う
。過
疎
化
、高
齢

化
が
進
み
若
い
力
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
も
、豊
か

な
自
然
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

有
効
に
働
き
、人
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
、い
つ
で
も
地
域

の
た
め
に
活
動
す
る
若
者
が
い
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と

し
て
定
着
す
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
若
者
一
人
ひ
と
り
の
人
生
が
さ
ら

に
豊
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

木
県
益
子
町
で
ト
チ
ギ
環
境
未
来
基
地
を
設
立
。も
ち

ろ
ん「
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｇ
ｉ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」を
実
施
す
る
た
め
で
す
。

　

頭
の
中
で
明
確
な
景
色
は
描
け
て
い
た
も
の
の
、実

際
に
は
無
い
物
尽
く
し
で
し
た
。拠
点
が
な
い
、お
金
が

無
い
、作
業
を
す
る
現
場
が
無
い
、ア
メ
リ
カ
で
の
経
験

が
支
え
だ
け
の
、ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。

　

特
に
建
物
に
は
困
り
ま
し
た
。若
者
た
ち
が
共
同
生

活
を
す
る
の
で
、あ
る
程
度
の
広
さ
の
建
物
が
必
要
で

す
が
、そ
れ
を
満
た
す
物
件
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。い
ろ

ん
な
人
に
思
い
を
伝
え
な
が
ら
相
談
を
し
て
い
た
と
き

に
、と
あ
る
心
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
を
引
退
さ
れ
た

方
と
そ
の
元
病
院
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。広

さ
は
十
分
。さ
ら
に
県
の
建
築
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も

あ
る
美
し
い
建
物
。使
わ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
完
璧
だ

け
れ
ど
、き
っ
と
賃
料
は
高
い
だ
ろ
う
な
、と
思
い
ま
し

た
。意
を
決
し
て
事
情
を
説
明
し
こ
れ
か
ら
実
現
し
て

い
き
た
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、奇
跡
の
よ
う
な
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
病
院
が
今
後
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
建
物
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。み
ん
な
の
よ
う

な
人
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。ど
う
ぞ
使
っ
て

く
だ
さ
い
」。私
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
、あ
り
が
た

い
出
会
い
で
し
た
。

　
里
山
に
、新
し
い
役
割
を

　

さ
て
、こ
こ
で
私
た
ち
の
実
践
し
て
い
る「
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ

ｉ
ｇ
ｉ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
」

の
詳
細
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、週
四
日
は
森
に
行

き
作
業
を
行
っ
た
り
、イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
行
っ
た
り
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わ
が
家
の
田
ん
ぼ
で
は
も
う
三
〇
年
間
、農
薬
は
使

わ
な
い
が
普
通
に
で
き
て
い
る
。虫
は
害
虫
に
な
る
こ

と
は
な
く
、草
は
雑
草
に
な
ら
な
い
。そ
も
そ
も
江
戸
時

代
の
農
書
に
は「
害
虫
」は
た
だ
の
一
カ
所
、「
雑
草
」も

二
カ
所
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
知
っ
て
驚
く
。そ
れ

は
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。「
害
虫
」「
益

虫
」と
い
う
言
葉
は
明
治
以
降
の
発
想
・
価
値
観
・
自
然

観
で
あ
り
、約
七
〇
〇
も
の
農
書
に
は
、別
の
世
界
観
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

徳
永
光
俊
は
江
戸
農
書
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

こ
の
本
で
そ
の
世
界
を
旅
し
て
み
よ
う
。

  

第
Ⅱ
部「
江
戸
農
書
に
見
る
日
本
農
法
」が
面
白
か
っ

た
。読
み
な
が
ら
、江
戸
時
代
の
百
姓
に
会
っ
て
、話
を

聞
い
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
た
。一
部
を
現
代
語
訳

し
て
み
る
。「
天
地
の
神
さ
ま
の
お
か
げ
で
作
物
は
実

る
」「
植
物
が
自
然
に
育
つ
よ
う
に
作
物
を
育
て
る
」「
百

姓
は
時
節
を
待
つ
が
第
一
」「
作
物
の
育
ち
と
人
間
の
育

ち
は
似
て
い
る
」「
い
い
土
の
肥
や
し
は
自
然
に
効
き
、

悪
い
土
の
肥
や
し
は
急
に
効
く
」「
作
方
も
十
分
な
る
は

悪
く
、九
分
目
が
よ
い
」「
同
じ
作
物
を
毎
年
作
る
と
、い

や
地
に
な
る
」「
武
士
の
知
行
立
身
と
百
姓
の
金
貯
え
は

同
じ
」「
高
慢
な
我
は
、天
の
道
を
曇
ら
せ
る
」「
若
い
者

は
考
え
が
浅
い
の
で
、難
儀
な
農
を
嫌
う
」「
田
舎
の
農

人
ま
で
都
方
の
人
の
真
似
を
す
る
の
は
困
っ
た
こ
と

だ
」「
農
も
極
意
に
至
れ
ば
、万
物
皆
こ
れ
悟
り
な
り
。悟

り
と
は
我
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
」「
心
を
込
め
て
手
入

れ
す
れ
ば
、土
地
の
声
が
聞
こ
え
、土
地
の
心
が
わ
か
る
」

  

う
ー
ん
、す
べ
て
現
代
の
百
姓
に
も
、身
体
や
感
覚
の

底
に
流
れ
て
い
る
も
の
だ
。し
か
も
農
書
で
時
代
を

追
っ
て
い
く
と
、江
戸
時
代
の
百
姓
も
次
第
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い

も
の
が
あ
る
の
だ
。家
職
・
家
業
と
い
う
言
葉
で
は
な

く
、「
農
業
」と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
江
戸
時
代
後
期
の
こ
と
で
、百
姓
、土
民
、農

人
に
代
わ
っ
て「
農
家
」と
い
う
言
葉
も「
商
家
」と
の
対

比
で
、幕
末
に
登
場
す
る
。言
葉
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と

だ
。た
ぶ
ん
日
本
的
な「
近
代
」が
百
姓
の
世
界
に
も
忍

び
寄
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。ぜ
ひ
と
も
直
接
、徳

永
の
解
説
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

　
「
農
書
は
日
本
文
化
の
原
郷
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
に

何
度
も
う
な
ず
い
た
。徳
永
は
本
気
で
こ
う
言
っ
て
い

る
。「
こ
の
一
五
〇
年
の
あ
い
だ
に
、日
本
列
島
に
根
付

く
在
地
の『
日
本
農
学
』は
産
み
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

か
」と
。ぜ
ひ
と
も
徳
永
に
念
願
の「
日
本
農
学
原
論
」を

仕
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
、私
も
心
か
ら
願
う
。　　

日
本
の
百
姓
の
心
の
底
に
流
れ
て
い
る
も
の

徳
永 
光
俊 
著

佐々田 博教／著

『
日
本
農
法
の
心
土

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
わ
し
・
な
ら
し
・
合
わ
せ
』

（農山漁村文化協会・2,800円 税抜）

宇
根 
豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

小規模家族農業ネットワーク
ジャパン／編
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ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

異
な
る
三
つ
の
視
点
か
ら

農業現場での導入事例などを動画を交え解説

　

岩
手
銀
行
・
岩
手
県
農
業
法
人
協
会

と
第
三
回
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

を
共
催（
協
賛
：
い
わ
ぎ
ん
事
業
創
造

キ
ャ
ピ
タ
ル
）。農
林
水
産
省
の
新
井
大

地
氏
が
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
政
策
に
つ

い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
機
構
の
北
河
副
理
事
長
が
ロ

ボ
ッ
ト
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、富
士
通
株
式
会
社
の
砂
子
幸
二

氏
が
農
業
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
事
例
に
つ
い
て
、ス
マ
ー
ト
農
業
の

未
来
を
テ
ー
マ
に
、そ
れ
ぞ
れ
講
演
し

ま
し
た
。

　

二
月
二
六
日
、於
：
盛
岡
市
、岩
手
県

内
の
農
業
者
・
中
小
企
業
経
営
者
な
ど

一
○
五
人　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
支
店
）

　

農
業
者
な
ど
と
の
交
流
会
で
あ
る

「
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

を
開
催
。企
業
の
管
理
職
と
し
て
自
身

の
職
場
に
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
考
え
方

を
導
入
し
、『
職
場
を
幸
せ
に
す
る
メ
ガ

ネ
』の
著
書
も
あ
る
小
林
嘉
男
氏
が
、魅

力
あ
る
職
場
環
境
の
つ
く
り
方
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。自
ら
の
体
験
を
交

え
て「
職
場
環
境
の
整
備
と
良
い
人
間

関
係
の
構
築
が
人
材
の
確
保
・
定
着
と

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
」と
の
話
に
、

参
加
者
の
熱
心
に
聞
き
入
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
四
日
、於
：
青
森
市
、共
催
：
青

森
県
農
業
法
人
協
会
、参
加
者
：
公
庫
お

客
さ
ま
な
ど
八
七
人　
　
（
青
森
支
店
）

職
場
環
境
整
備
の
重
要
性

農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
へ働く環境を整えることの重要性を説く小林氏

　

関
西
地
区
一
三
金
融
機
関
の
取
引
先

一
七
七
社
の
食
品
事
業
者
・
農
業
者
と
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
管
轄
の

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
テ
ナ
ン
ト
事

業
者
一
八
社
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

「
関
西
ハ
イ
ウ
ェ
イ
大
商
談
会
」を
、近

畿
財
務
局
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
、大
阪
信
用
金
庫
と
共
催
。京
野

菜
や
地
元
食
材
の
冷
凍
加
工
品
な
ど
を

活
か
し
た
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
の
商

談
で
、Ｓ
Ａ
・Ｐ
Ａ
と
地
元
企
業
の
連
携

を
強
化
し
、地
域
産
品
の
販
路
拡
大
の

た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
二
七
日
、於
：
大
阪
市
、参
加
者
：

関
西
地
区
の
企
業
一
九
五
社

　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
地
区
総
括
課
）

Ｓ
Ａ・Ｐ
Ａ
と
地
元
企
業
の

連
携
強
化
へ
向
け
た
大
商
談
会大盛況で計450件の商談を実施

商談会

イ
チ
ゴ
農
園
の
経
営
課
題
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
共
有・検
討イチゴ観光農園について、積極的に発言する参加者

　

兵
庫
県
初
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
勉
強
会
を
開
催
。県
内
の
イ
チ
ゴ

の
観
光
農
園
の
増
加
と
、観
光
客
の
需

要
の
高
ま
り
か
ら
、「
イ
チ
ゴ
の
観
光
農

園
の
経
営
」を
議
題
に
し
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
の
観
光
農
園
は
初
期
投
資
が

大
き
く
、経
営
者
は
適
切
な
投
資
判
断

や
経
営
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

勉
強
会
で
は「
数
年
後
を
見
据
え
た

ア
ド
バ
イ
ス
が
有
効
で
は
な
い
か
」「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
公
庫
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
二
〇
日
、於
：
公
庫
神
戸
支
店
、

参
加
者
：
兵
庫
県
内
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
一
三
人　
　
　
　
（
神
戸
支
店
）

交流会

アド
バイザー

セミナー
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『事業性評価融資』のご案内
次代を担う農業の担い手が取り組む攻めの経営展開を支援するため、お客さまの「経営者能力」や「経営戦略」を、より積極的
に評価する新たな審査スキームとして事業性評価融資を取り扱っています。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊
　事業性評価融資により、ご自身では気付きにくい経営の強みを活かす方法や弱みの打開策を公庫が一緒になって検討し、課
題解決のための提案と融資後の濃密なフォローアップを通じて、経営目標の達成に向けて強力にサポートいたします。

ご留意いただきたい事項
■事業性の評価は通常の審査に加えて実施するもので、事業性の評価結果のみで融資の可否を判断するものではありません。
■資金ごとに対象者・使途などの要件があります。詳しくは、最寄りの日本公庫支店農林水産事業までお問い合わせください。

　金融機関が現時点での財務データや保証・担保にとらわれず、企業訪問や経営相談などを通じて情報を収集し、事業の内容
や成長可能性などを適切に評価することです［「円滑な資金供給の促進に向けて」(2015年7月金融庁)］。

事業性評価とは

事業性評価融資の流れ

　経営者能力(経営実績や今後の経営展開の実現可能性の根幹)と、経営戦略(今後の経営展開の根幹)を切り出して評価します。
事業性評価融資の仕組み

■これまでの実績や今後の経営
展開の実現可能性の根幹とな
る、経営者の能力に着目・切り
出し。

■今後の経営展開の根幹となる、
経営体の経営戦略に着目・切
り出し。

■客観的な評価を行う観点から、
評価項目や項目ごとの着眼点
を明確化。

■今後の経営戦略の位置付けを
明確にした経営ビジョンシート
をお客さまが作成。

■外部・内部環境から経営戦略
を分析することで、事業計画に
対する課題を洗い出し、課題の
解決策をお客さまと検討した
上で、経営発展プランを策定。

従来の審査 事業性の評価

実 績 経営者能力

経営戦略

人間力

明確性

技術力

具体性

マネジメント力

必要性

コミュニケーション力

実行体制

計 画

取
引
実
績

決
算
状
況

生
産
状
況

販
売
状
況

事
業
計
画

資
金
計
画

収
支
計
画

償
還
計
画

経営者能力

経営戦略

相談1

経営発展プランの作成・提出（融資決定・契約の締結）4

経営ビジョンシートの作成・提出2

事業性評価書のフィードバック（事業性の評価）3

融資後の経営支援5

経営の悩みなどを公庫にご相談ください。
　　　　　TPP、農地中間管理機構、災害、鳥インフルエンザ・口蹄疫の発生 など
　　　　　法人化、6次産業化、経営継承、農地の分散解消 など

事業性評価書を踏まえ、今後の経営戦略と戦略を実施する上での課題や具体的な行動計画を、お客さまと公
庫が一緒に検討し、経営発展プランにまとめ、公庫にご提出いただきます。

強み・課題の抽出、将来ビジョンなどをお客さまご自身で経営ビジョンシートに整理してご提出いただきます。

経営ビジョンシートを基に、経営課題などについて事業性評価書に取りまとめ、お客さまにフィードバックします。

経営発展プランの実現に向けて、販路開拓・マッチング・経営診断など、融資以外の経営支援を行います。

お客さま

お客さま

公 庫

お客さま

公 庫

公 庫

外部環境
内部環境



編集後記

農
商
工
連
携
と
い
う
言
葉
が
普
及
し

て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、こ

の
間
に
農
業
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

の
知
恵
を
活
か
し
、課
題
解
決
に
取
り

組
む
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。業
界
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
に

は
、農
業
に
変
革
を
も
た
ら
す
パ
ワ
ー
を

感
じ
ま
す
。異
業
種
連
携
が
開
く
扉
の

先
に
新
し
い
農
業
の
カ
タ
チ
が
見
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。      （
西
山
）

特
集
で
取
り
上
げ
た「
や
さ
い
バ
ス
」。

サ
イ
ズ・量
が
そ
ろ
い
に
く
い
、傷
み
や
す

い
な
ど
の
弱
み
を
カ
バ
ー
し
、鮮
度・食
味

に
優
れ
た
野
菜
を
、必
要
な
方
に
必
要

な
量
を
販
売
す
る
と
い
う
強
み
を
前
面

に
押
し
出
し
た
取
り
組
み
で
す
。生
産

者
・
物
流
業
者
お
の
お
の
の
知
見
の
み
で

は
な
し
得
な
か
っ
た
こ
の
取
り
組
み
、生

産
者
の
助
け
と
な
る
べ
く
全
国
に
広
ま

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　
　

  （
高
雄
）

今
号
は
、異
業
種
連
携
を
軸
に
農
業

界
の
課
題
の
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。人

手
不
足
は
障
害
者
と
の「
農
福
連
携
」。

地
域
活
性
化
は「
農
観
連
携
」の
農
泊
。

物
流
問
題
に
は「
物
流
企
業
と
連
携
し

新
た
な
流
通
を
つ
く
る
事
例
」を
ご
紹

介
。農
福
・
農
観
と
違
っ
て
物
流
分
野
と

の
連
携
に
名
称
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
、

取
り
組
み
事
例
が
少
な
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
？
今
後
の
大
切
な
課
題
で
す
。（
城
間
）

『
経
営
紹
介
』で「
て
ん
こ
も
り
」と

い
う
米
の
品
種
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。農
林
水
産
省
に
よ
る
と
国
内
で
作

付
け
さ
れ
て
い
る
米
は
約
三
〇
〇
種
類

に
も
上
る
と
か
。毎
年
一
〇
万
㌧
ペ
ー
ス

で
減
り
続
け
て
い
る
と
い
う
国
内
消
費

に
対
し
て
、毎
週
五
㌔
グ
ラ
ム
の
米
袋

が
空
に
な
る
わ
が
家
。週
替
わ
り
で
い

ろ
い
ろ
な
品
種
を
食
べ
比
べ
て
楽
し
ん

で
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。    （
竹
中
）

■編集
　前田 美幸　　西山 大也　　高雄 和彦
　山本 晶子　　城間 綾子　　竹中 夕美 
　鈴木 晃子
■編集協力
　青木 宏高　　村田 泰夫

■定価　514円（税込）
ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会 

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 
　の入賞作品です。

■販売
　株式会社日本食糧新聞社
　〒104-0032　東京都中央区八丁堀2-14-4
　ヤブ原ビル
　Tel．03（3537）1311
　Fax．03（3537）1071
　ホームページ　
　http://info.nissyoku.co.jp/koudoku/
　お問い合わせフォーム　
　http://info.nissyoku.co.jp/modules/form_mail/

■印刷　凸版印刷株式会社

■発行
　（株）日本政策金融公庫　農林水産事業本部
　Tel. 03（3270）2268
　Fax. 03（3270）2350
　E-mail　anjoho@jfc.go.jp
　ホームページ　https://www.jfc.go.jp/

メール配信サービスのご案内
　日本公庫農林水産事業本部では、メー
ル配信による農業・食品産業に関する情報
の提供をしています。メール配信サービスの
主な内容は次の4点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、
食品産業動向調査、消費者動向調査な
ど）結果

②公庫資金の金利情報や新たな資金制
度のご案内、プレス発表している日本公
庫の最新動向

③農業技術の専門家である日本公庫テク
ニカルアドバイザーによる農業・食品分野
に関する最新技術情報「技術の窓」

④日本公庫が発行する『ＡＦＣフォーラム』
『アグリ・フードサポート』のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫
のホームページ（https://www.jfc.go.jp/
n/service/mail_nourin.html）にアクセス
してご登録ください。　　　（情報企画部）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

♠︎
風
薫
る
季
節
と
な
り
、当
牧
場
も
放

牧
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

前
号「
地
球
温
暖
化
。考
え
る
農
業
」

を
読
ん
で
、気
象
変
動
に
よ
る
農
業
被

害
な
ど
の
影
響
は
、既
に
ど
の
地
域
に

も
あ
り
得
、楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
切
実
に
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

畜
産
経
営
は
暑
熱
問
題
と
ほ
場
管
理

以
外
、比
較
的
影
響
の
少
な
い
業
種
と

思
っ
て
お
り
、さ
ら
に
、放
牧
を
実
施
し

て
い
る
身
と
し
て
、他
に
比
べ
る
と
そ

の
対
策
に
強
み
を
持
っ
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、特
集
を
読
ん
で
、今
以
上
の

事
態
を
想
定
し
た
リ
ス
ク
管
理
が
必
要

と
思
い
至
り
ま
し
た
。

（
山
梨
県
北
杜
市　

韮
澤 

靖
）

　

五
月
号
一
七
頁
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

⃝
最
下
段
、右
か
ら
三
〇
行
目

　
　

誤
） 
九
・
九
％

　
　

正
） 一
八
・
二
％

　

読
者
の
皆
さ
ま
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
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特 集

異
業
種
連
携
の
農
業
新
時
代

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
令

和
元

年
6月

1日
発

行（
毎

月
1回

1日
発

行
）第

67巻
3号（

826号
）

■
発

行
／（

株
）日

本
政

策
金

融
公

庫
 農

林
水

産
事

業
本

部
　

〒
100-0004 東

京
都

千
代

田
区

大
手

町
1-9-4　

Tel.03（
3270）2268

■
販

売
／

株
式

会
社

 日
本

食
糧

新
聞

社
　

〒
104-0032 東

京
都

中
央

区
八

丁
堀

2-14-4 ヤブ
原

ビ
ル

　
Tel．03（

3537）1311　
■

定
価

514円
　

本
体

価
格

476円

●次代に継ぐ

https://www.jfc.go.jp/

2019

6

『アメンボとタニシと泳ぎたいな!!』木附 莉子　広島県三光学園神辺千鶴幼稚園



AFCフォーラム 読者アンケート（2019年6月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ
電話 03-3270-2268、 E-mail anjoho@jfc.go.jp

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。
選定の上、本誌「みんなの広場」に掲載させていただきます。
掲載の場合には薄謝を進呈いたします（匿名での投稿はご遠慮ください）。
なお紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。

観天望気

変革は人にあり
主張・多論百出

耳よりな話
まちづくりむらづくり
書　評
インフォメーション

情報戦略レポート
農と食の邂逅
フォーラムエッセイ

経営紹介
農福連携が「＋α」を生み地域を元気に
インバウンドで地域活性化の農観連携
物流会社と連携し農産物流通を変える

特集

記事区分頁 頁 記事区分良かった 良かったどちらとも
いえない

どちらとも
いえない良くなかった 良くなかった

2

3

7

11

15

19

22

23

25

27

30

31

34

35

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。




